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第７回西和賀町議会定例会 

 

令和２年６月１０日（水） 

 

 

午前１０時００分 開   議 

議長  出席議員数は全員であります。会議は成

立をしております。 

  ただいまから第７回西和賀町議会定例会を開

会します。 

  本日の会議を開きます。 

  議事日程は印刷配付のとおりであります。 

  なお、コロナウイルス感染症予防対策のため、

適宜休憩を取りながら議場の換気を行うことと

します。 

  直ちに日程に従って議事を進めます。 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第118条の規定に

よって、３番、栁沢安雄君、４番、髙橋和子君、

以上の２名を本会期中の会議録署名議員に指名

いたします。 

  次に、日程第２、会期の決定についてお諮り

いたします。開会に先立ちまして、議会運営委

員会において協議を行っておりますが、本定例

会の会期は本日から６月11日までの２日間にし

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議長  異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は本日から６月

11日までの２日間に決定しました。 

  次に、日程第３、諸報告を行います。３月定

例会から本定例会までの議会の行動日程につい

ては、印刷をもって配付しておりますので、御

覧いただきたいと思います。 

  また、地方自治法第235条の２第３項の規定に

基づき、町監査委員より例月出納検査の報告を

受けており、その写しをお手元に配付しており

ます。 

  なお、本定例会までの間に受理した請願・陳

情は、請願・陳情第12号 30人以下学級実現、

義務教育費国庫負担制度堅持及び拡充、教育予

算拡充を求める陳情、その取扱いについて議会

運営委員会に諮り審議をいたした結果、参考配

付とすることにいたしましたので、ご報告いた

します。 

  本日の定例会に出席を求めました細井町長並

びに柿崎教育長より、次のとおり説明員として

地方自治法第121条の規定による説明委任をし

た旨の通知があったので、これを受理しました。

その職氏名を事務局長に朗読させます。 

事務局長 朗読いたします。 

  最初に、細井町長より説明委任のあった者の

職氏名を申し上げます。副町長、髙橋一夫。会

計管理者兼税務課長、宇都宮清美。総務課長、

高橋三智昭。企画課長、吉田博樹。ふるさと振

興課長、真壁一男。町民課長、小松重貴。健康

福祉課長、新田由香里。農業振興課長兼林業振

興課長・農業委員会事務局長、泉川道浩。６次

産業推進監、菊池輝昌。観光商工課長、佐藤太

郎。建設課長、高鷹仁。上下水道課長、小林英

介。病院事務長、高橋光世。なお、農業委員会

事務局長にあっては、町長より嘱託を受けた者

として出席するものであります。 

  次に、柿崎教育長より説明委任のあった者の

職氏名を申し上げます。学務課長、照井哲。生

涯学習課長、柳沢里美。 

  以上であります。 

議長  ここで町長より行政報告のための発言を

求められております。この際これを許します。 

  細井町長。 

町長  おはようございます。第７回西和賀町議
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会定例会、どうぞよろしくお願いを申し上げま

す。 

  私から、行政報告を３件申し上げたいと思い

ます。 

  初めに、５月議会臨時会以降の新型コロナウ

イルス感染症への対応について報告します。さ

きの５月14日の議会臨時会では、国の緊急事態

宣言の発令を受け、西和賀町新型コロナウイル

ス感染症対策本部を設置し、11日までに３回の

本部会議を開催したことについてご報告したと

ころでございます。 

  国では、14日に新規感染者数が減少傾向にあ

り、感染拡大を防止できるレベルまでに抑え込

むことができたとして緊急事態措置の区域を変

更し、岩手県を含む39県の緊急事態解除を決定

しました。これを受け、町では20日に第４回本

部会議を開催し、岩手県における基本的対処方

針、感染防止対策を参考に、町としての今後の

対応方針、感染予防対策、町民への周知方法等

の協議を行ったところであります。 

  また、国では25日に感染状況の変化等につい

て分析、評価を行い、全ての都道府県が緊急事

態措置を実施すべき区域に該当しないとして、

緊急事態解除宣言が発令されました。これを受

け、町では26日付で新型コロナウイルス感染症

対策本部を廃止し、同日付で西和賀町新型コロ

ナウイルス感染症対策幹事会を再度設置、今後

は幹事会において感染症予防対策を協議してま

いります。 

  また、県より二次医療圏ごとにＰＣＲ検査が

実施できる地域外来・検査センターの設置の取

組を進めるよう方針が示されておりました。地

域外来・検査センターの設置についてでありま

す。北上市では、５月28日の市議会５月臨時会

議において、ＰＣＲ検査の検体採取拠点となる

地域外来・検査センターの整備に係る補正予算

が議決され、７月上旬に北上市内での開設を目

指し、進められる予定です。開設後は、かかり

つけ医を通じて、北上市民と西和賀町民が受診

できるようになります。 

  引き続き、北上市、北上医師会と情報共有し、

進捗状況等を把握してまいります。 

  町では、今後も国や岩手県からの感染症の情

報収集に努めながら対応してまいりたいと考え

ておりますので、町民の皆様におかれましては、

新しい生活様式を生活に取り入れていただき、

感染予防対策に努めていただきますようお願い

申し上げます。 

  次に、新型コロナウイルス感染症対策に関連

し、２件の寄附を受けておりますので、その内

容について報告いたします。 

  １件目は、沖縄県名護市に本社のあるヘリオ

ス酒造株式会社様より、手指消毒に使用できる

高濃度アルコール「ＨＥＬＩＯＳ ＳＰＩＲＩ

ＴＳ 77」、500ミリリッター入りを144本寄贈

いただいております。町内において、消毒用ア

ルコールの確保が困難な状況にあることから、

貴重なものを頂き、大変感謝しているところで

あります。ヘリオス酒造株式会社様のご意向に

沿い、医療機関、福祉施設、公共施設等で使用

させていただきたいと考えております。 

  ２件目は、町内の１事業所様から、町の新型

コロナウイルス感染症対策に役立てていただき

たいということで、100万円の寄附を頂いてお

ります。頂いた寄附は、今後町が実施する感染

症対策に有効に活用していきたいと考えており

ます。 

  次に、特別定額給付金の支給状況等について

報告いたします。新型インフルエンザ等特別措

置法の緊急事態宣言の下、新型コロナウイルス

感染症緊急経済対策の趣旨を踏まえ、簡素な仕

組みで家計への支援を行うこととして、各世帯

ごとの申請により、一律１人10万円を給付する

特別定額給付金事業について報告いたします。 

  町では、５月15日に町内対象世帯である

2,271世帯に申請書類を郵送し、17日から湯田、

沢内両庁舎で申請書類の受付を開始したところ

であります。６月５日時点での申請状況につい
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ては、合計で2,139件の受付をしており、対象

世帯の94.2％が申請済みとなっております。ま

た、支給状況については、これまで５月21日か

ら６月５日まで５回の支払い手続を行っており、

対象世帯の89.2％に当たる2,026件分、５億

340万円の支払いを行っております。 

  まだ申請されていない方もおりますので、早

めに申請していただきますよう、ひかり放送等

により引き続き周知に努めてまいりたいと考え

ております。 

  私から、以上行政報告３件であります。どう

ぞよろしくお願いを申し上げます。 

議長  これで諸報告を終わります。 

  続いて、日程第４、一般質問を行います。 

 一般質問は、質問者の質問時間が30分と制限が

あります。制限時間５分前には１鈴、制限時間

には２鈴を鳴らしますので、時間を厳守して質

問してください。また、質問者及び答弁者は、

それぞれ簡潔明瞭にまとめてお願いいたします。

議員におかれましては、通告外の質問はできま

せんので、併せてお願いをいたします。 

  登壇の順序は、開会に先立ち抽せんを行い決

定しております。その順序に従い質問を許しま

す。 

  最初に、登壇順１番、北村嗣雄君の質問を許

します。 

  北村嗣雄君。 

２番  皆さん、おはようございます。６月定例

会議会一般質問を通告させていただきました北

村嗣雄です。よろしくお願いします。 

議長  北村さん、マスクを着用願います。 

２番  初めに、今町長より、長期的なコロナウ

イルス感染の状況について町の取組の報告がご

ざいましたが、極めて人類に破滅を及ぼすよう

な長期的な感染の状況と、それから多くの犠牲

者が出ております。そうした中で、幸いにも県

内をはじめ当町においては犠牲者ゼロという実

績をされているわけですけれども、今後いかな

る状況でまたこれが盛り返すのか計り知れない

状況にございます。お互いにやはり細心の注意

を払いながら、多忙な仕事に向かって共々に頑

張っていきたいと思います。 

  さて、私が質問通告させていただいておりま

すのは２件でございます。 

  最初に、人口問題についてでございますが、

人口減少については今私が申し上げるまでもな

く、以前から町においての人口減少の大きな課

題として、いろいろ警鐘されてきております。

そうした中で、少子高齢化が進む当町の中で、

町の人口減少がますます加速しております。人

口問題をめぐる現状と見通しについて、町はど

う捉えているのかお伺いします。 

議長  細井町長。 

町長  ただいま議員さんから人口問題をめぐる

現状と見通しについて質問がございました。こ

れについて、担当課長から答弁申し上げます。 

議長  ふるさと振興課長。 

ふるさと振興課長 おはようございます。よろし

くお願いします。 

  それでは、私のほうからお答えさせていただ

きます。 

  全国的な人口減少社会到来に対処すべく、国

ではまち・ひと・しごと創生法を施行し、本町

でもこの趣旨に基づき、平成27年10月に西和賀

町人口ビジョンを作成いたしました。その際に

基準とした国立社会保障・人口問題研究所、平

成25年度の推計では、西和賀町の2040年の総人

口は3,183人、高齢化率54.7％と推計されてお

りました。 

  町では、人口減少に歯止めをかけるべく、ま

ち・ひと・しごと総合戦略を策定し、国の交付

金を活用し、特産品開発や観光、魅力化などの

産業支援や移住者の受入れについて取り組んで

まいったわけでございますけれども、あと空き

家活用なども行ってきましたが、地域からの情

報発信にも取り組みながら、平成20年から24年

の平均社会増減がマイナス64人だったものが、

総合戦略の後半となる平成29年度から令和元年
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度にかけては平均社会増減がマイナス49人と緩

やかに回復をしてはおりますけれども、歯止め

がかかるまでには至っていない状況であります。 

  以上です。 

議長  北村嗣雄君。 

２番  この現状というか、町の減少する訳とい

うか、理由は町としてはどのように分析してお

りますか。 

議長  ふるさと振興課長。 

ふるさと振興課長 お答えしたいと思います。 

  まず、全国的に少子高齢化ということでござ

いまして、この流れは西和賀町だけのものでは

ないと思っております。80年代は全国的にデフ

レの傾向でございまして、それがずっと今も継

続しているような状況でございます。そのよう

なことで、なかなか所得も上がらなかったとい

うことがあります。非正規職員というのがどん

どん増えてきたというのもありますし、あとは

女性が社会進出をどんどんするような形になっ

てきまして、そのようなことからも、結婚する

人たちが減少し、また子供を産む人たちも少な

くなったというのがまず流れになっていると思

われます。 

  西和賀町におきましてもそういう人口減少な

のですけれども、例えば農業の後継者が不足し

てきたとか、あとは観光の入り込み客数が減少

してきて、それに伴って町内の商店、サービス

業関係もやめる方が多くなったというようなこ

ともありまして、人口はまた減少が加速してき

たのかなというふうに捉えております。 

議長  北村嗣雄君。 

２番  今課長が申し上げたのもやはり当然だと

いうか、その要因の一理にはなると思いますけ

れども、私が感じるには、これは自然的なもの

もあると思いますが、やはり生まれる子供の数

より亡くなる人がかなり多い、これがまず大き

な要因でもあると思います。 

  それから、やはり適齢期の青年が少ない。特

に女性が少ない。それから、やはり結婚しない

男女が多いのですね。できないのか、しないの

か、その辺はいろいろあると思うのですけれど

も。それから、やはり子供１人あるいは２人を

産むのが精いっぱいで、３人以上の家庭という

のはごく僅かでしかないのですね。 

  あと社会的な問題でもあると思うのですけれ

ども、やはり新しく住む人より別な地域に移住

する人のほうが多い。これは、実際こうして見

て、毎月、年間のあれ見てもそうなのですけれ

ども。あと進学や就職で地域を離れ、戻ってこ

ない。中にはＵターンもされているのですが。

あとは、転職などで地域を離れている、こうし

た要因が私は大きなというか、数多くあるなと

感じるわけですけれども、これに対してやはり

何かしら町として新しく、こういう山村地域に

定住を希望する方は別としても、ここの地域で

生まれ育って、そしてやはり他で仕事をされて、

あるいは生活をされている、家族を持たれてい

る方、こういう方たちが地域にＵターンという

か、戻ってこられる、あるいは来たいなという

ような何かアクションを起こすきっかけがない

と、やはり実際のところ、この推計の中で出て

いるものから見ると、大変今後厳しい町の状況

になると思うので、この辺はどのように捉えて

いるのか伺います。 

議長  ふるさと振興課長。 

ふるさと振興課長 お答えいたしたいと思います。 

  先ほど私がお話ししたのは、何となく全国的

な流れという部分での話でしたけれども、議員

がおっしゃるとおりでございますけれども、ま

ず20代の人口流出というものがやっぱり一番の

原因かなというふうに捉えておりまして、女性

のほうも定住しないという状況だというふうに

思っております。 

  そのようなことからも、その方々に対する強

い支援というようなことも検討していかなけれ

ばならないというふうに捉えているのと、あと

は移住定住者の策としては、やっぱり住宅の確

保というような部分も大きな問題でございまし
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て、今まさにコロナの関係ですごくクローズア

ップされているのですけれども、例えばテレワ

ークというような働き方もあって、どこにいて

も仕事ができるというようなこともございまし

て、ここ西和賀町は自然環境もよいし教育環境

もよいというふうに私は思っておりますので、

そういう環境のところに、では何が住むときに

不足しているかというと、そういうふうな住宅

の部分だったり、あとは雇用の部分だったりと

いうふうに思うわけでございます。まずそこの

ところにも力を入れていきたいというふうに考

えております。 

  以上です。 

議長  北村嗣雄君。 

２番  これは本県のみならず、本県というか本

町のみならず、県内でも各市町村の大きな課題

になっているわけですけれども、特にも県内の

中で西和賀町は今後人口比率も40年には51％と

いう推計が出ているわけで、やはりこれをただ

見ているだけのような状況ではますます加速す

るわけで、何かしらやはり町として最大限の努

力が必要ではないかなと考えるわけでございま

す。 

  ちょっと次に移りながら質問していきたいと

思いますが、今後、町の人口推移及び将来人口

の推計から見ると、 2 0 4 0年には推定人口

2,883人、高齢化率が57.5％、人口65歳以上が

1,658人、64歳以下が1,240人と示されておりま

す。こうした中で、いろいろ今ふるさと振興課

長のほうからもお話があったわけですけれども、

やはり長期展望に向けた町の取組が今後本当に

重要視されてきていると思うのですけれども、

その辺は全体的に、町長としてどのような見解

を持っているのかお伺いしたいなと思います。 

議長  細井町長。 

町長  ただいま議員さんのほうから、これから

長期的に予想される人口減少についての質問で

あったというふうに思います。今人口減少は国

全体の中で進んでおりまして、この傾向を簡単

に逆行させることは不可能というふうに捉えな

がら、重要なことは人口減少を認めながらもそ

の中で地域を継続できる、いかに継続するかと

いう手法を心がけていかなければならないのだ

ろうというふうに思います。それを実現するた

めに必要な要素を手がける、例えば先ほど担当

課長が申し上げましたように、住宅受皿として

のそういう環境を整える、あるいはテレワーク

に対応できる施設整備を、環境整備を整えると

いうような手法も必要であろうかというふうに

思います。 

  そして、最も一番子供たちあるいは親の人た

ちにとって大きいのは、やはりその地域に住む

ということが自分になじめるかどうかというこ

と。やはりどうしても都市部のほうの利便性に

人生を持っていきたがるという方が多いわけで

ございますけれども、私は数の多寡をいえば、

少なくてもいいからこういう環境の中で生きて

いきたい、そういう人を育てるということが大

事かなと思っております。 

  そういう意味では、我々がこれまでやってき

た西和賀の魅力の在り方を子供たちに伝えると

いうこと、それを続けながら、さらに今まで気

がつかなかった子供たちを育成するための西和

賀の魅力をきちっと整理しながら、ここで生ま

れ育った、あるいはよその人にでもいいのです

けれども、西和賀の魅力をきちっと伝える、体

験させる、そういう機会を通しながら人を育て

ていくこと、これが重要ではないかなというふ

うに思っております。 

  人口減少が進みながらも、きちっとここで誇

りを持って楽しく、ここの自然のすばらしさを

享受しながら人生を謳歌できる、そういう人た

ちの集まる地域であってほしいなと、そういう

町を目指していくべきかなと思っております。 

議長  北村嗣雄君。 

２番  2040年といってもまだ先があるような感

じはしますが、ただ毎日やはり減少をたどって

おります。やはり町としてあらゆる手段を取り
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ながら、環境づくりもそうですが、ここの地域

を離れていた方が、ここで生まれて出ている方

が戻ってこられる、あるいは来たいというよう

な状況をつくることも一つの考えではないかな

と思います。やっぱりそれなくして、関係のな

いというか、全くよその都市のかの人が定住と

いっても、何人かはいるかもしれないけれども、

人口減少につながる結果に果たして、それだけ

では結びつくかといったら、私はなかなか程遠

いのではないかなと考えます。 

  そうした中で、３番に入っていきますが、人

口減少に伴い自治体の財政規模も大幅に減少す

るものと思われます。そうした中で、自治体が

存続できても、少なからず存続できても、今後

十分な行政運営や住民の行政サービスが低下す

るものと思われるが、その考え方というか、所

見はどうなのか。 

  そして、私がちょっとこの資料で見た場合、

４月現在で西和賀の人口が5,444人ですが、や

はり推計で言ったような形でどんどん減ってい

るのですね、推計のとおり。町としては、自治

体の存続もそうですけれども、一つの住民に対

する十分なサービスができるまでの人口ボーダ

ーラインというのは幾らぐらいで何人ぐらいま

でが限度だと見ているのか。やはり人口が減少

することによって、もちろん財源の確保も、自

主財源もなくなるわけですけれども、もちろん

交付金も少なくなる。そうした中で、自治体が

本当に存続するのみで終わるような形になるの

ではないかなと思うのですが、その辺の町とし

ての考え方を伺いたいと思います。 

議長  企画課長。 

企画課長 人口問題３つ目の財政規模の縮小と住

民への行政サービスの低下に関する質問にお答

えいたします。 

  本町の財政は、地方交付税や補助金といった

依存財源に大きく頼った構造になっております。

これまでもご説明をしてきておりましたが、平

成28年度から地方交付税の合併特例措置が段階

的に縮小されております。既に28年度からこれ

まで４億円削減され、今後さらに２億円削減さ

れる見通しであります。令和３年度から交付税

の特例措置が終了するということになってござ

います。このように、町の財政収入の大宗をな

す地方交付税の減額によって、財政規模の縮小

に見合った対応が急務となっております。 

  一方で、平成30年度からスタートした第２次

総合計画の各種事業を着実に進めていくことに

よって、住民の行政サービスを維持し、持続可

能なまちづくりを進めていかなければなりませ

ん。このため、既に目的を達成した事業や、昔

の仕組みのまま漫然と実施してきているような

業務の見直しや縮減をした上で、第３次行政改

革大綱と連動した取組を行うことによって、必

要な財源を生み出していかなければならないも

のというふうに考えております。このことから、

これまでの業務の見直し、現在と将来を見通し

た業務の改善及び改廃に当たって、町民の方々

に十分な説明を行い、協力をいただきながら取

組を行う必要があると認識をしておるところで

ございます。 

  昨年度については、ご承知のとおり庁舎の在

り方、老人医療費制度の取扱い、温泉施設の取

扱いについて方針を示し取組を進めてきたとこ

ろであります。 

  今後においては、３月定例会の施政方針演述

の中でお示ししたとおり、地方財政の専門家の

ご指導をいただきながら、将来を見通した中期

財政計画を策定し、健全な財政運営を前提とし

て、各種施策の事業の展開に努めてまいりたい

というふうに考えております。 

議長  北村嗣雄君。 

２番  ありがとうございます。いずれにしても、

今2020年、40年までの、私が専門の方が出した

ものを見ますと、2040年には、具体的に見た場

合に、25歳から39歳の女性が100人を割る78人

なんていう推計が出ています、西和賀町は。あ

と65歳以上の人口が1,659人、57.5％の高齢化
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比率が指摘されております。これを見るからに

は、やはり一刻も猶予のない、何かの取組が必

要かと思われます。 

  今企画課長のほうからいろいろ現状に取り組

んでいる状況等をお伺いしましたが、ただそれ

のみではなかなか解決策に、あるいは歯止めに

なる成果が出せるのかどうか、やはり真剣に考

える、あるいは町として、自治体の維持もそう

ですが、住民の生活を守る、そういう役目を果

たせるのかというのも当然問われてくるわけで、

私が去年の６月議会において、政治理念という

のを質問し、町民の命と生活を守るのが町の政

治理念ということを申し上げております。まさ

にそのとおりで、やはり人口減少に伴って、自

ら自治体自体が存続を危ぶむような状況がこつ

こつと迫ってきておりますので、その辺を改め

て町長にひとつ、熱意というか、取組をお伺い

したいなと考えます。よろしくお願いします。 

議長  細井町長。 

町長  ただいま議員さんから、今後の将来を見

通しながら、人口減少の中でどう住民の生活、

命を守るかということであったというふうに思

います。行政の何よりもの責務は、やはり住民

が安心して暮らせる、生活とその命を守るとい

うことが最大の使命であろうかと思います。し

たがって、私は第一義的に必要な教育とか福祉、

それをしっかりと、安心できるものを用意しな

ければいけないというものが最大の行政の使命

であろうというふうに思っております。その上

で、さらにここで快適な生活をしていくために

必要ないろいろな暮らしのお手伝いが充実され

ればいいということだというふうに思います。 

  これまでは、過去の歴史は、人口増の中でそ

れらを成し遂げてきた部分があります。しかし、

これからの歴史は、人口減少の中でそれをどう

維持できるか、維持できない場合は何を捨て、

何を残すかということの選択が迫られることも

あるかというふうに思います。それは、今まで

は責務以外のやっぱり非常に高度なサービスを

提供してきた、それをつくり上げてきた歴史が

あると思いますので、なかなかそれを維持でき

ないものも今後の将来においては出てくる。し

かし、住民が安心して暮らせるための、守らな

ければならないものをしっかりと確保するため

の取捨選択になるのだろうというふうに思いま

す。 

  我々に大事なことは、いつも申し上げるので

すけれども、西和賀で得意なものをめでて、生

産して、それを加工して、それを販売する、そ

れによって経済効果を得て、その経済効果をど

うまた住民生活にお返しするかということが我

々の大きな責務であろうと思います。これは、

歴史的な過去とまた違った大きな展開、今回の

コロナの問題でも、インターネット販売とかが

拡大しておりますので、そういう意味において

は、こういう地域にあっても、いいものをつく

れば全国的に、全世界的に販売の可能性を繰り

広げることができるということがあると思いま

すので、そこら辺はいろんなこれからの担い手

たちと相談をしながら、生産の方法、販売の方

法を、新たな将来に向き合える、戦える体制を

整えるということを弾力的に検討しながら取り

組んでいくことだろうというふうに思います。 

  そういう意味で、これまでノウハウ、技術を

育ててきました先輩の皆様方の力をお借りしな

がら、若手のそういう技術力も導入、引き込み

ながら、西和賀の可能性を大きく拡大していく

という方向を目指すべきだというふうに思って

おります。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長  北村嗣雄君。 

２番  今町長が申し上げたように、やはり精力

的に、重要課題として今後も私も積極的に課題

の事案として意見交換していきたいと思います

ので、ぜひその取組を希望いたします。 

  それでは、次に入りますが、おでかけバスに

ついてでございます。これは、同僚議員が度々

いろんなところで話題というか、議案にして意

見を述べておりますが、私が申し上げるのは、
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路線バスの路線廃止が予定されている中で、町

のおでかけバスの運行は住民に対し重大な役割

を果たしていると、これは申すまでもなく皆さ

んもそう思っていると思います。そうした中で、

住民の利用状況と、それからバスの運行状況に

ついて、見通しについてまずお伺いしたいと思

います。よろしくお願いします。 

議長  企画課長。 

企画課長 おでかけバスのご質問にお答えします。 

  ご案内のとおり、おでかけバスは平成30年10月

から、これまでの患者バス、患者輸送車に代え

て、利用目的を限定しないおでかけバスの運行

を始め、昨年10月からは１乗車につき運賃100円

の本格運行に移行しております。 

  利用状況でございますが、初めに令和元年度

の運行の状況になります。運行日数は238日、

バス２台がそれぞれ１日２往復、走行距離は湯

田バス、青いほうのバスなのですけれども、年

間約４万キロ、沢内バス、赤いバスになります

けれども、これが年間５万キロの走行となって

おります。 

  また、利用者数は、往路なので、行きだけと

いうことになりますけれども5,075人、復路で

4,513人、帰りが4,513人、年間延べ9,588人に

ご利用いただいております。なお、バスごとの

利用者数は、湯田方面で、延べ人数になります

けれども、2,824人、１日当たり、これも延べ

なのですが、11.8人の乗車でございます。沢内

方面、こちらも延べになりますが、6,764人、

１日当たりで見ますと28.4人の乗車となってご

ざいます。 

  なお、利用目的を往路の降車場所、降りた場

所で見ますと、通院が全体の75％を占めてござ

います。買物は10％程度と推測してございます。

また、１便目で病院、通院して、２便目で買物

等に向かう利用も散見されますので、通院以外

での利用や複合的な活用も広がりつつあるなと

いうふうに見ております。 

  今後の見通しについてでございますけれども、

車両の老朽化に伴うバスの更新時期を控えてい

ることから、利用状況に応じた車両の小型化や

運行ルートの見直しを検討する必要があると考

えてございます。また、有料化に伴い大型二種

免許等の指定要件があり、運転手の確保や運行

管理の徹底が課題となってございます。最近で

は、新型コロナウイルスなどの感染症対策も喫

緊の課題というふうに捉えてございます。 

  おでかけバスは、公共交通機関の一つとして、

町民皆様の生活に重要な役割を果たしていると

考えてございますので、今後の交通環境の変化

や交通弱者の増加に対応するため、将来にわた

り持続可能な公共交通体系の確立に向けて取組

を進めてまいりたいというふうに考えてござい

ます。 

議長  北村嗣雄君。 

２番  ありがとうございます。おでかけバスは、

やはり極めて今町の特に高齢者等については重

大な役割というか、交通アクセスになっている

わけですが、私は今、日程とか更新については

駄目だとか何かというのは全く考えていないの

です。今までの経緯から見てやられていると思

うのですが、週間日程でコースが組まれており

ますが、これは年間、見直しとか、あるいは住

民のいろんな意見とかというのは集積されて、

見直されている事例はございますか。ちょっと

その辺について伺います。 

議長  企画課長。 

企画課長 お答えしたいと思います。 

  まず、見直し等、住民のご意見ということで

すけれども、それぞれその時期にもよるのです

けれども、例えば冬の時期ですと、ある地域に

人が住まなくなるというようなこともございま

したりして、そこには行かないという、行く必

要がなくなるといった場合などについては、あ

る区間運行しないというような見直し等も随時

させてもらってございます。ただ、大きな見直

しとなりますと、国のほうの運輸支局ですか、

届出等が必要になってきますので、軽微な見直
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し等は随時お聞きしながら対応させてもらって

ございます。 

議長  北村嗣雄君。 

２番  分かりました。実はこれはある一部の、

住民の声でもあるかもしれませんが、週間日程

でコースが組まれているのですが、１つはおで

かけバスというのは従来は患者輸送車のバスの

継続であるわけですけれども、当然お買物も可

能な今、それなりの配慮をされて乗り降りでき

る状況になっているわけですけれども、実はお

でかけバスの配車についてですが、毎週金曜日

に眼科、診察がさわうち病院で行われているわ

けですけれども、毎週というか１週間飛びでも、

主に金曜日ですが、この場合、川舟以北にはこ

のバスが行っていないのですよね。それで、実

際に利用したいという方は数が少ないかもしれ

ないけれども、町内には眼科という個人病院は

ないわけですし、それでできればその辺のコー

スの見直しもというか、検討してもらえないの

かという声も出ています。私のところは最北端

ですから、……（聴取不能）……というのは、

さわうち病院ばかりではなく利用している方は

多いかもしれませんが。 

  それから、もう一つは、これは私の地元のほ

うの件なのですけれども、コースについてです

が、このコースが駄目とか何かではないのです

けれども、以前にちょっと変更されて、たまた

ま今回変更されて除かれているというか、遠く

なっているところが、高齢者が出ているところ

があるのですよね。それで、おでかけバスを利

用するには200メーターから300メーター歩かな

いとできない方がいるのですよ。それで、その

辺、何かの方法というのはないものかと。今現

在のところにいるところは若者もいる、それか

ら年配者も高齢者もいますけれども、意外とそ

こは使われていないのではないかなと思うわけ

で、その辺のある程度柔軟性を持った、時期的

には高齢者がいなくなればやっぱり利用者は少

なくなるかも分からないけれども、住民のせっ

かくのおでかけというか、利用バスですので、

個人的な一方的なあれは別としても、私も考え

るには、ちょっと最初の基本路線から変わって

いるなとはまず思っていました。その辺を今後

検討していただけるのであれば、当然地域には

区長もおりますし、それからそれの関係の方も

いらっしゃると思うので、ひとつお願いしたい

なと思います。 

  いずれこのバスについては、今後高齢、私も

そろそろその一人になるのですが、やっぱり免

許の返納とか、あるいは健康の維持が難しくな

って、やはりバス利用者も当然出てきておりま

すので、今後そうした住民の声を聞き、ニーズ

に応えた利用をさせてもらえたら、やっぱり一

層利用する住民の方たちにとっては大変助かる

のではないかなと考えますので、ひとつ今申し

上げたようなのを参考にしながら検討していた

だきたいと思います。 

  私の一般質問については以上でございます。

いずれいろいろ町の課題は山積しておりますの

で、できれば次回も及ばずながら、こうした意

見を交わしていきたいと思います。今日はどう

もありがとうございました。 

  終わります。 

議長  以上で北村嗣雄君の一般質問を終結いた

します。 

  ここで11時５分まで休憩いたします。 

午前１０時５２分 休   憩 

午前１１時０５分 再   開 

議長  休憩を解き、会議を再開します。 

  次に、登壇順２番、髙橋和子君の質問を許し

ます。 

  髙橋和子君。 

４番  髙橋和子でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。一肌脱いで頑張ろうと思い

まして。なんか涼しいような。 

  私から、今回はコロナの問題と、それから新

しく教育長さんが赴任されましたので、所信表

明めいた質問にさせていただきましたので、よ
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ろしくお願いしたいと思います。大歓迎でござ

いますので、よろしくお願いします。 

  マスク、もともとおかしいのに、ますます聞

こえにくいかもしれません。 

  それでは最初に、この順番でやっていきたい

と思いますので、ご答弁のほうをお願いいたし

ます。新型コロナウイルス、最初は国のほうで

も大したことないだろうというふうな予想だっ

たようですが、本当に進むにつれて、非常に大

変なウイルスだということが分かってまいりま

して、感染経路も１つではなくて、消化器のほ

うでも感染するだろうというふうなことや、味

が分からないとか、そういったことで、どんど

ん研究が進められて、テレビを見ていますと、

最初に唾液腺に感染するというお話でしたよね。

そして、舌とか口の中、そして喉のほうに広が

るというふうなことが言われておりまして、ど

んどん、どんどん変化していきますので、なか

なか医学的にもついていきにくいような感じも

します。それと同時に、恐ろしい伝染力があっ

て、ここずっと緊急事態宣言されながら、３密

をみんなで守りながらというふうなことで、経

済にも大きな影響があるという、非常にまさに

緊急事態だなと思っておりまして、少しずつ明

るい方向に向かっているのかなというような気

もしますが、何となく一般質問通告した時期か

らずれていまして、後追い的な質問になってま

いりますが、やはり押さえながら、ご答弁いた

だきながらということでお願いしたいと思いま

す。 

  コロナのほうの第１番目には、岩手県は第二

次医療圏に発熱外来とＰＣＲ検査センターを設

置するという情報がありました。そこで、通告

した時点ではどういうふうな形になるか分から

なかったので、早く知りたいなということで、

いつ、どこに、どういう形で設置されるのかと

いうことでお伺いをしたわけでございますが、

先ほど町長からご説明がありましたが、この件

について改めてご答弁としてお願いいたします。 

議長  細井町長。 

町長  ただいま議員さんからの質問は、新型コ

ロナウイルス対策の発熱外来、ＰＣＲ検査セン

ターの設置についてでございます。担当課長の

ほうから答弁申し上げてまいります。 

議長  健康福祉課長。 

健康福祉課長 二次医療圏における発熱外来とＰ

ＣＲ検査センターの設置についてお答えいたし

ます。 

  岩手県では、新型コロナウイルス感染症の疑

いがありＰＣＲ検査を必要とする患者に検査を

実施する検査体制を拡充するため、二次医療圏

ごとにＰＣＲ検査が実施できる地域外来・検査

センターの設置について、医師会や行政に対し

て取組を進めるよう方針を示しているところで

す。県内では、５月18日に一関市と宮古市、６

月４日に奥州市、６月９日に釜石市が地域外来

・検査センターを開設し、ＰＣＲ検査体制が整

えられている状況にあります。 

  岩手中部圏域では、北上市が北上医師会との

協議を進め、５月28日の北上市議会５月臨時会

議において、北上地域外来・検査センターの整

備に係る補正予算が議決されたところです。北

上医師会には西和賀町の医療機関が所属してい

ることから、西和賀町民も北上地域外来・検査

センターにおいてＰＣＲ検査が受診できる体制

が整えられる予定となっております。 

  北上市から、今後北上医師会等との具体的な

設置時期、設置場所、センター機能等について

協議を進め７月上旬には開設したいという考え

であると伺っております。 

議長  髙橋和子君。 

４番  何となく、岩手日報のニュースで載った

ときに、多分そこが拠点になるのだなという気

がしておりましたので、納得です。 

  ちなみに、９か所の二次医療圏があるそうな

のですが、二次医療圏の９か所というのはどこ

どこになるのかお知らせください。 

議長  健康福祉課長。 
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健康福祉課長 二次医療圏の九つにつきましては、

盛岡、岩手中部、胆江、両磐、気仙、釜石、宮

古、久慈、二戸の九つに二次医療圏が分かれて

おります。 

議長  髙橋和子君。 

４番  ありがとうございました。 

  それでは、２番目ですが、岩手県内の感染者

は現在もゼロであるということで、現時点でも

ゼロということでございます。ゼロではありま

すが、検査数がゼロではない。何百人というよ

うな単位で報道されておりますが、検査数は現

時点でどれぐらいになっているのか。 

  それと、検査が必要だという背景があるわけ

ですよね。調べてみたら、陰性だから岩手はゼ

ロというような結果になるわけなのですが、そ

ういう不安な面があって検査をするということ

ですから、不安な面ということは県民みんなで

共有しておく必要があると思うわけなのです。

ですから、そういったことで、検査に至ったそ

ういった背景ということで、把握されているか

なと思いますので、お伺いしたいと思います。 

議長  健康福祉課長。 

健康福祉課長 岩手県のＰＣＲ検査数は、６月８

日現在で761件であります。内訳としまして、

行政検査件数が478件、民間の検査件数が283件

となっております。民間検査件数には、先ほど

答弁させていただきました各地域で設置された

地域外来・検査センターで実施されたＰＣＲ検

査数も含まれております。 

  現在ＰＣＲ検査は２つのパターンで実施され

ておりまして、本人または医療機関等から帰国

者、接触者の相談センターのほうにご相談をい

ただいて、そして各保健所において判断して、

帰国者・接触者外来にある医療機関で実施する

場合と医師の判断により各地域に設置された地

域・外来検査センターで受診する場合と２つの

パターンがあります。 

  ＰＣＲ検査の実施は、まず発熱等の症状、そ

れから国外への渡航歴、それから感染症が発生

している地域への往来等を総合的に判断して実

施していると伺っております。 

議長  髙橋和子君。 

４番  発熱や外国渡航、それから感染者が多い

地域との交流というようなことで、本人が自覚

的に申請しながら検査するという経過だったの

かなと思います。 

  そうしますと、特別取り立てて、今までの経

験から学んで何かを特別対応するということで

もないような気がいたしますので、今まで進め

られてきた３密を回避して、きちっとマスクを

するというふうなことが基本だということが分

かるかなと思いまして、納得ですが、波が２波、

３波と来るということでございますので、やは

り２波あたりには岩手県も感染者が出るだろう

と思っております。 

  そこでですが、３番目に入っていきたいと思

いますが、町内で新型コロナウイルスの感染が

疑われる事例が発生した場合に、第二次医療圏

のＰＣＲ検査へ向かうことになると思われます。

このときに、感染したかもしれないと思う方が

移動するわけなのですよね。そのときに自家用

車で家族で行くということは可能だと思います

が、公共交通機関は使えない、使わないほうが

いいと思っております。そして、そういったと

きに自家用車で行ける人はいいが、そうでない

方はどうするのかという、そういう移動手段も

一つの課題にはなるかなと思います。 

  それと、ずっと情報が進んで、ＰＣＲ検査も

唾液でできるということが、最近は非常に効率

がいいという話でございますので、安全である

ということです。唾液検査の検体を取るには、

自分で唾を出して、容器に入れて、しかるべき

方法で検査するところに持ち込むということに

なるのだろうと思いますが、そういったことも

含めながら、こういった、どうしてもそちらの

ほうに行かなければならないとすれば、感染し

たかもしれない方はどういうふうな行動を取れ

ばいいのかということをお伺いしたいと思いま
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す。 

議長  健康福祉課長。 

健康福祉課長 それでは、交通手段について、私

のほうから答弁させていただきます。 

  西和賀町内で新型コロナウイルスの感染が疑

われる事例が発生した場合には、現在二次医療

圏の地域外来・検査センターの設置がされてお

りませんので、まず帰国者・接触者相談センタ

ーにご相談いただきまして、まず帰国者・接触

者外来を設けている医療機関を受診するように

促されることとなっております。 

  その際の交通手段につきましては、患者様の

体調次第によりますので、保健所と相談をして

対応していただくことになりますので、よろし

くお願いいたします。 

議長  病院事務長。 

病院事務長 唾液検査の件がご質問にありました

ので、その件は私のほうから答弁をさせていた

だきます。 

  新型コロナウイルスの検査につきましては、

ただいま議員ご指摘の唾液による検査が今般正

式に国から承認をされまして、今後はこの方法

により検査が行われていくものと承知をしてご

ざいます。 

  ただし、唾液による検査というものは、あく

までも検体採取を指しているものでございまし

て、実際にはこの後採取した検体をＰＣＲ検査

を行っている検査機関に輸送して、ＰＣＲ検査

によって陽性、陰性を調べるという手順に変わ

りはないわけでございます。 

  唾液による検体採取は、これまで行っていた

鼻の奥に綿棒を入れて粘膜を採取する方法に比

べ、医療従事者への感染リスクが一定程度低下

することから、当院のような一般の医療機関で

も比較的容易に検体採取が行われるものとして

期待をしているところでありますが、検体採取

を行う場合の判断基準が示されておりまして、

１つは37度５分以上の発熱かつ呼吸器症状があ

り入院を要する肺炎が疑われる者、または医師

が総合的に判断した結果、新型コロナウイルス

感染症を疑う者とされておりまして、いわゆる

軽症者や無症状者は除かれております。したが

いまして、現状では症状に関わらず、患者さん

の希望に応じて自由に検査が受けられるという

ことではありませんので、この点はご理解をい

ただきたいと思っているところでございます。 

  想定といたしましては、実際にさわうち病院

で唾液の検体採取を行うことになるのは、岩手

中部圏域内において一定程度感染が拡大した段

階になるものと思っているところでございます。 

  以上です。 

議長  髙橋和子君。 

４番  唾液の検査で、今まだ軌道に乗っていな

いので、非常に限定的な方針を出されていると

思いますが、もちろん危険なウイルスでありま

すので、取扱いは非常に慎重にやらなければな

らないものではありますが、きっちりと様式を

整えれば、もっと広く、不安な人に対して検査

がやれるということが要望的な面では非常に大

事なことだろうと思いますが、ずっとテレビを

見ていますと、そういうふうに国の動きがそう

にはなかなかなり切れていないようなので。で

すが、いろんな世論に押されて、思ったより早

く唾液検査が適用されてきたと思っております。 

  やはり電話で、自分がこうだからという不安

なときに、役場で出しておりますチラシの電話

番号に電話して、それぞれが指導を受けるとい

うことだろうと思いますが、それはいいのです

が、やはり町内でもし発生するような状況であ

りますと、そういう町外の機関とだけやり取り

していると、町内でどういう動きになっている

のか把握できない場合もあり得ると思うので、

そういった保健所や機関に連絡するときはやは

りしかるべき、健康福祉課でもいいですし、病

院のどこかでもいいでしょうけれども、患者の

動きがしっかりとつかめたほうがいいのではな

いかなと思いますが、そういった点ではどうな

のでしょうか。 
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議長  健康福祉課長。 

健康福祉課長 保健所さんとまず連絡を密に取っ

ていくということで、連絡体制のほうを整えて

おりましたので、直接患者さんから、疑いがあ

るので、医療機関にというふうな情報について

はこちらには頂かなくても大丈夫です。 

（保健所から来るの声） 

健康福祉課長 保健所からすぐ…… 

（役場に来るの声） 

健康福祉課長 すぐ連絡が来るような体制になっ

ております。 

議長  髙橋和子君。 

４番  いずれ、よそにご老人が電話するという

のは、本当はなかなか大変なことではないかな

と私は思うのです。そういったので、もっと身

近なところでちょっとというような思いがある

ので、真っ先にやっぱり地元で把握して、うま

く説明できないときは誰かが代弁して、保健師

さんなり、誰なり代弁して、きちっと指導を仰

ぐという、物すごく高齢者は多いわけですから、

やはりその辺は適宜ご配慮をお願いしたいと思

います。 

  それでは次に、４番に行きたいと思います。

４番では、新型コロナウイルス関連に係る町内

各事業者や医療、福祉の各施設とか農林業関係、

そういったところの減収状況をどのように把握

されているのか、また各業種の実態を把握した

上での対応ということをお伺いしたいなと思い

ますが、この時期より進んでおりますので、行

政のほうもいろいろ対応していただいておりま

すので、５番と併せて、５番は県内各市町村で

は住民の新型コロナウイルス関連での困難とな

る生活を予測して、国の支援金とか助成金の早

期支給や上積み、横出しによって住民の生活支

援を行っております。安心感を与える施策に取

り組んでいるわけでございますが、この時点で

はちょっと西和賀町での取組が分からなかった

ものですから、このようなことでご質問をいた

しましたので、西和賀町でも独自支援策もされ

ているようですので、これは住民に伝えるよう

な思いで、それぞれの取組のところをできる限

り詳しく、こういう国の政策があって、町では

ここにこういうふうに追加しながら皆さんの暮

らしを応援しますよみたいなことがあれば付け

加えて、政策の前には、困難なそれぞれ業種の

暮らしの実態があるわけですから、それを行政

が把握したところで、それぞれ対応するわけで

すので、そこを含めて住民にご説明してくださ

るような思いでご答弁をお願いしたいと思いま

す。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 ただいまのご質問は、各業種の実

態の把握と、それに伴う対応や支援策について

計画があるのかというお話でございました。ご

質問は２つでしたので、それぞれ内容について

詰めてきたところでございますが、ちょっと長

くなるかもしれませんが、申し訳ありません。 

  新型コロナウイルス感染症の拡大による影響

につきましては、世界的な規模の問題となって

おります。国におきましても報道などで取り上

げられているとおり、経済対策につきましては

進められているところでございます。国や県の

対策状況を確認しながら、町といたしましても

支援を行ってまいりたいというふうに考えてお

るところでございます。 

  まず、私のほうからは商工業に係る実態につ

いてお話をさせていただきます。町においても

３月以降に製造業を中心に直接伺いまして、状

況の把握などをさせていただいております。ま

た、町内の多くの事業者が加入しております西

和賀商工会におきましては、４月上旬でござい

ましたけれども、地区別、業種別に、現在や今

後の影響度、資金の状況、事業の見通しや必要

な対策について調査を行っておりました。これ

につきましては、205事業者中86事業者、約４

割の事業者から回答があったと伺っております。 

  また、全国において発令された緊急事態宣言

や自粛要請が５月のゴールデンウイーク期間中



- 18 - 

でありましたことから、さらに２回目といたし

まして調査を行っております。この結果につき

ましては、調査件数が219事業者に対して回答

数は100事業者でありました。約45％の事業者

からの回答があったと伺っております。 

  調査の内容につきましては、今回は業種別に、

さらに売上げ規模別に減収度、減収の度合いで

あるとか資金繰りや調達の状況、国の持続化給

付金の申請状況、雇用状況や事業の今後の見通

しなどにつきまして調査をしていただいており

ます。 

  この中で、影響が出ているとの回答につきま

しては、全体の８割を超えております。業種別

では、宿泊業、飲食店、サービス業の売上げ減

少率が高いというふうになってございます。 

  減収率につきましては、売上げの前年同期比、

去年の同月比、同期比ですから、期間はある程

度の期間で見ておりますけれども、これにつき

ましては50％以上であるという事業者が７割を

超えているという状況でございます。 

  減収幅の大きい宿泊業で組織している旅館組

合からも調査結果を頂いております。また、観

光協会のほうでは宿泊人数の前年同期比、これ

も調査をさせていただいて、去年と今年の宿泊

の状況と、さらにはキャンセルの状況を把握し、

報告をいただいておるところでございます。 

  今後の対応につきましては、国や県の対策状

況を確認しながら、各団体等の調査により明ら

かになったことを踏まえ、適切な対応を図って

まいりたいというふうに考えております。 

  さらに、具体的な計画につきましては、併せ

てご質問でしたので、お答えをさせていただき

ますが、経営が悪化している事業者が急増して

いるといったことが明らかになりましたので、

その減収に応じた対策を進めてまいりたいと考

えております。 

  先月可決いただきました本町の経済対策につ

きましては、岩手県との共同対策として地域企

業経営継続維持事業費補助金、いわゆる家賃補

助でございます。家賃補助ですとか、緊急雇用

助成金として、国と県と町が一体となり従業員

の休業補償に対し助成するといったものもござ

います。また、町内の金融機関が実施している

融資事業に対する利子として、町が負担するこ

とで実質無担保、無利子で、最大500万円の緊

急資金を借り受けることができることとしてお

ります。これが先月のお話でございました。 

  また、今回の本議会において提案させていた

だいております本町の経済対策といたしまして

は、岩手県が実施している対策資金事業として

3,000万円と8,000万円の融資事業がありますけ

れども、この8,000万円の融資事業に対して利

子補給を行うこととしております。3,000万円

のほうは県のほうが出しておりますので、３年

間無利子でお借りできるというような制度にな

っております。 

  また、減収幅の大きな事業者に対しては、西

和賀町版の持続化給付金、これを制度化いたし

まして、国の持続化給付金の上積みと横出しと

いう考え方の中で、対象とならない、国の制度

では50％以上の減収幅のある方々が対象なわけ

ですけれども、町の場合では30％以上の減収事

業者に対して、30から50未満の方については横

出しという考え方になりますし、さらに50％以

上の方々につきましては上乗せで、最大30万円

の追加を考えております。当然対象外救済も行

いたいというふうに考えておるところでござい

ます。 

  さらには、影響度の大きな宿泊業、飲食業な

どの支援といたしまして、総額1,500万円規模

の事業を実施する予定でございます。事業の概

要につきましては…… 

（幾らの声） 

観光商工課長 1,500万円です。総事業費1,500万

円の事業を考えておるということでございます。 

  事業の概要としましては、助成率50％、これ

は１万円分を5,000円で購入いただける応援券

を発売したいというふうに考えております。こ
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れを行うことで、町民と共に事業者を応援して

まいりたいというふうに考えておるところでご

ざいます。 

  そのほかにも、制度や申請が難しい各種制度

の申請がなかなか大変だという話も聞いており

ますので、商工会からの要望に応じまして、同

会にパソコンを設置して、申請支援を行ってい

ただきたいというふうに考えております。 

  また、このような状況でございますけれども、

このような状況下だからこそ前向きに新たな事

業を推し進めたいという事業者の方に向けて、

新ビジネスチャレンジ補助事業の予算の提案を

行っております。 

  引き続き、調査結果など必要な経済対策を進

めてまいりたいと考えておるところでございま

す。 

  以上でございます。 

議長  髙橋和子君。 

４番  １人ずつやらないと、私が忘れる。 

  今ご答弁いただきました。本当に大変ですよ

ね。アンケート調査されたときに、46％、45％

のご回答と、回答されない方々というのは安心

な状況のようでしょうか、大体顔が分かると思

いますので。それとももっと何か深刻でお答え

にならなかったのかということをお伺いしたい

なと思います。取りあえずそれをちょっとお伺

いします。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 回答結果の率につきましては、あ

くまで統計値でございますので、回答されない

方々が決して大丈夫な状況であるというふうに

は考えておりません。あくまでも回答結果です

ので、回答されない何らかの理由があったのだ

ろうというふうに考えております。 

  ただ、先ほども申したとおり、回答率という

よりは減収幅の状況であるとか減収度が大変で

あると、影響が大きいという方々が８割である

とか、７割であるとかという状況であるという

ことを踏まえまして、町の全体が今そういった

状況にあろうというふうに考えておるところで

ございます。 

議長  髙橋和子君。 

４番  それはそのとおりです。しかし、把握で

きないところに結構深刻な問題があったりする

ものですから、老婆心ながらお尋ねしました。

大体把握されている方々だろうと思いますので、

それぞれ該当する支援がきちんと受け取れるよ

うな状況でこれからもやってくださると思いま

すので、お願いをしたいと思います。 

  それで、いろいろテレビを見ておりますと、

非常な持続化資金ですか、こういうのが何か変

な動きがあったりしますが、途中でトンネルを

抜けたらお金が少なくなったような報道がされ

ておりますけれども、この持続化給付金は、今

まさにニュースで言われているような、ああい

う組織を通して交付されてくるというか、申請

してあれするのでしょうけれども、そういった

ニュースで見るような、ああいった動きの中に

まさにあるのかなと思いますが、関連はどうで

しょうか。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 西和賀町版の持続化給付金につき

ましては、国と比較してということではなくて、

役場のほうで直接お受けして、申請に対して受

けたいというふうに考えておるところでござい

ます。 

議長  髙橋和子君。 

４番  国の給付金があって、それに上乗せする

わけですから、基本になる国の50％の減収の方

々に対応するわけなのですが、それを町ではさ

らに30％の方から該当するというようなことで

しょうから、その基本になる国の制度の動きが、

私まさにああいった中で対応されてくるのかな

と思ってお伺いしたのですが、ですよね、国の

制度だから。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 国の制度につきましては、基本的

にはウェブ申請になっているというふうに聞い
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ております。ですから、各事業者個人がそれぞ

れ申請をしていただくことを基本としていると

いうお話でございます。それにつきましては、

役場であれ、商工会であれ、商工会にパソコン

を設置するといったところは、実はそういった

ところでございまして、来ていただいた方々に

親切丁寧に説明をしながら、一緒に申請ができ

るような形を取りたいというふうに考えており

ます。 

  町につきましては、国の持続化給付金事業に

連動する形で西和賀版をつくったということは

どういうことかといいますと、同じ申請様式、

申請の表紙は町になりますけれども、必要な売

上げの状況、昨年度の売上げの状況ですとか、

今年度の見込みといったものは同じものが使え

ることから、手続上簡略化できるものであろう

というふうに考えておるところでございまして、

国の制度につきましても、町の制度につきまし

ても、併せてしっかりお受けしたいというふう

に考えておるところでございます。 

議長  髙橋和子君。 

４番  分かりました。 

  では、それ以外の部署につきましてご説明お

願いします。 

議長  町民課長。 

町民課長 ④と⑤の質問をまとめてということで

したので、その中で国の支援金、それから生活

支援策というお話もございましたので、その点

について、町民課からはまず現在行われている

特別定額給付金の支給状況について、町民課の

ほうで最初に説明したほうがよかったかもしれ

ないのですけれども、そこを説明させていただ

きたいと思います。行政報告と重複する点もご

ざいますけれども、改めてお聞きいただきたい

と思います。 

  令和２年の４月27日を基準日といたしまして、

町では５月15日に町内対象世帯2,271世帯に申

請書類を郵送しまして、５月17日から湯田、沢

内両庁舎で窓口での受付を開始しまして、中３

日の21日に１回目の支給を行いました。５月は

その後25、27、29日と１日置きの支給により、

書類に不備がなければ、受付からおおむね８日

以内に支払いはしてきたところでございます。

現在日々申請件数も落ち着いてきたことであり

ますので、６月以降は５のつく日、５、15、25の

通常支払いへと切り替えております。 

  ６月５日時点での申請状況については、郵送

申請1,430件、窓口申請696件、オンライン申請

13件、合計で2,139件となっております。対象

世帯の94.2％が申請済みとなっております。 

  また、支給状況につきましては、５月21日か

ら６月５日までの５回の支払いで、対象世帯の

89.2％に当たる2,026件、５億340万円の支払い

が完了しております。 

  なお、必要書類の添付漏れ等があるものとし

て、不備通知はこれまで130件通知しておりま

すが、日々この数字は変わってきますけれども、

追加で提出いただいたものについても順次支払

いを行っております。 

  今後も申請漏れがないように、ひかり放送等

により引き続き周知していきたいと考えており

ます。 

議長  髙橋和子君。 

４番  なかなか届かないというのは国の責任で

あって、末端の自治体に来ればきちっとやって

くださるということかなと思いますが、やはり

今課長がおっしゃったように100％漏れなくき

ちっと支払うように、特段にご配慮をお願いし

たいなと思います。 

  あとそのほかにまだあるかと思いますので、

お願いします。 

議長  健康福祉課長。 

健康福祉課長 ④の医療、福祉の減収状況の把握

と、それから⑤の特別定額給付金以外の生活支

援について、健康福祉課のほうからご答弁させ

ていただきます。 

  まず最初に、医療と福祉の施設についてとい

うことで、岩手県の保険医協会や全国の介護事



- 21 - 

業者連盟で実施したアンケートの結果等と同様

に、西和賀町内の医療福祉施設についても、新

型コロナウイルスの感染症に伴い影響は出てい

るとお聞きしております。 

  実際の減収の把握につきましては、感染症が

流行している時期や利用者の増減により、前年

度の同時期と比較するのは難しいと考えますが、

医療機関等からお聞きした状況では、感染症予

防の観点から、受診者を制限するため診療の予

約人数を制限したり、また県をまたぐ移動をし

たご家族の方がいらっしゃる場合はサービスの

利用を一時制限をしたというお話や、また感染

症の予防対策としてマスク等の購入の費用が増

しているとお聞きしております。 

  町では、３月に福祉施設に対してマスクや手

指消毒薬の在庫状況調査を実施して、在庫の少

ない福祉施設へ４月に配付をしたほか、町に寄

贈していただいた手指消毒用に使用できる高濃

度のアルコールを医療機関や福祉施設に提供さ

せていただいたところです。また、岩手県から

は感染症予防としてマスクなどの提供が４月以

降数回にわたり届いており、感染症予防経費の

軽減の一助を今図っているところでございます。 

  また、国の第２次補正予算において、緊急包

括支援交付金が追加され、支援制度の拡充が図

られてまいりますので、町では岩手県や国など

の動向を踏まえて、必要な支援については引き

続き岩手県や国などに要望してまいりたいと考

えております。 

  あと生活支援の部分につきましては、児童手

当の受給世帯に支給する子育て世代への臨時特

別給付金、それから国の第２次補正予算におい

て決定されました独り親世帯へ支給する臨時特

別給付金の支給を今後予定しております。また、

社会福祉協議会において実施している生活福祉

資金の緊急小口資金の特例貸付、住宅確保給付

金制度の対応もしていただいております。 

  今後町内の動向を踏まえ、必要な施策を岩手

県や国などに要望するとともに、社会福祉協議

会と情報共有しながら、町としての対策につい

ても検討してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

議長  髙橋和子君。 

４番  福祉施設や医療機関では、コロナ対策で

マスクとか、そういった消毒薬は分かりやすい

のですが、そのほかにやはりもしかしたらとい

うことでいろいろな対策があって、いろいろ工

夫されたり、支出されたりというふうな、そう

いったことはお聞きしていないでしょうか。 

議長  健康福祉課長。 

健康福祉課長 施設のほうでお聞きしているとこ

ろでは、まず感染症がもし施設内で発生した場

合には消毒が必要だということで、防護服だと

か、専用のゴーグルだとかというのを購入する

ためにいろいろと手段というか、手だてをして

いる等お話を伺っていますが、全国的に防護服

等の在庫がなくて手に入らないというところで、

ちょっとその辺りも町で何らか支援していける

方策をちょっと今検討はしているところです。 

  あとは、施設内で、感染症に対して施設ごと

にそれぞれ対策を感染症マニュアル等を参考に

しながら内部のほうで協議をしているというお

話も伺っております。 

  以上です。 

議長  髙橋和子君。 

４番  そういったところで、人的なことで問題

にはならなかったでしょうか。 

議長  健康福祉課長。 

健康福祉課長 感染症にかかった際の人的なこと

についても今施設内のほうでも議論されている

ようです。それで、先日町のほうに対しても人

的なことについて、施設を超えて人を派遣でき

ないかというか、人を動かすことができないか

とかというお話も伺っておりますし、岩手県の

ほうでも今回そのような方針も少し出てきてお

りますので、県のほうの動向も踏まえながら、

ちょっと施設等とも情報共有してまいりたいと

考えております。 
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議長  髙橋和子君。 

４番  課長にもう一点お伺いしたいのですが、

こういったコロナ禍の中で、収入が減で、生活

保護の方が増えたとか、そういった状況はない

でしょうか。 

議長  健康福祉課長。 

健康福祉課長 新型コロナ関係で、生活保護の相

談は現在のところはありません。 

議長  髙橋和子君。 

４番  では、引き続きご答弁をお願いします。 

議長  農業振興課長。 

農業振興課長兼林業振興課長 それでは、私のほ

うから農林関係について答弁いたします。 

  西和賀町の主力品目である稲作とリンドウに

つきましては、まだ今年度の販売時期が来てい

ないため、減収状況の把握はこれからになりま

すが、現在の花卉の多品目の販売状況や市場か

らの聞き取りによりますと、西和賀町の主力で

ありますリンドウやユリについても厳しい状況

になるものと考えております。 

  米については、飲食店等業務用の需要がどれ

だけ回復するかにもよりますが、ある程度の影

響は受けるものと考えております。 

  現在一番影響を受けております肥育牛、子牛

の価格は、前年度の七、八十％になっておりま

す。 

  林業関係については、住宅建設が低迷し、特

に杉の需要がなくなったことにより、森林組合

の作業受注に影響が出ております。 

  次に、町の対策状況についてですが、畜産に

ついては今回の補正予算でお願いしております

が、家畜導入事業を拡大し、市場からの買入れ、

優良な素牛の自家保留に対して、１頭当たり５

万円の補助を行うこととしております。 

  花卉については、これからの価格動向を見な

がらになりますが、国、県の支援策と併せて、

来年度の再生産が可能となるよう、資材費、種

苗費等の支援が必要と考えております。 

  米については、経営所得安定対策の中に減収

分の９割を補填する収入減少影響緩和交付金、

いわゆるナラシ対策があります。認定農業者や

集落営農組織が加入対象となりますが、大規模

な経営体につきましてはほとんどが加入するこ

とができますので、まず価格下落に備え、この

制度への加入促進を図ってまいりたいと思って

おります。 

  今後ですが、動向を見極めながら国、県と連

携し、農家等が来年度の再生産が可能となるよ

う対応を取ってまいりたいと思っております。 

議長  髙橋和子君。 

４番  農業関係はすぐに効果が出ないというと

ころで、本当に分かりにくいし、必要なときに

必要な手当ができるのかどうかというのがやっ

ぱり非常に問題だと思いますので、やはり途切

れることなく必要な要求やら実態を国や県に上

げていって、農家の方々が困らないようにとい

うことで取り組んでいかなければならないもの

と思います。 

  それで、コロナ禍の中で、これはとてもやっ

ていけないというふうな感じで、農業を、高齢

化もありますけれども、離れるとか、畜産がで

きないとか、そういった方々が見受けられるの

かなと思いますが、実態はどうなのでしょうか。 

議長  農業振興課長。 

農業振興課長兼林業振興課長 農家につきまして

は、前回の農業センサスで、約４分の１の農家

が農家ではなくなっております。今年の２月に

農業センサスがありましたので、その結果がま

だ出ておりませんが、その傾向は、高齢化等に

よって引き続きその傾向が顕著になっているの

かなと思います。コロナによってやめるという

よりもそういった形が多いと思いますので、コ

ロナの影響につきましてはまだ把握できており

ませんので、これから把握していきたいと思い

ます。 

議長  髙橋和子君。 

４番  先ほど杉の話がありましたが、杉は収ま

ればよくなってくるとか、そういった状況では
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ないですか。 

議長  林業振興課長。 

農業振興課長兼林業振興課長 お答えいたしま

す。 

  今の杉の需要で困っているのは、中国への紙

類の需要がなくなっているということが１つ問

題だということです。あと若干需要については

上がってきているということですが、その辺の

見極めはこれからになるものと思っております。 

議長  髙橋和子君。 

４番  分かりました。 

  それでは、次のご答弁の方はいらっしゃいま

すか。 

議長  和子さんの今の質問の関係の答弁者は終

わりのようです。 

  髙橋和子君。 

４番  ありがとうございます。幾らか町民の方

も聞いてくださっているのではないかなと思い

ます。まだまだコロナは２波、３波と来ますの

で、それに備えた幅広い対策を町内一致団結し

て行っていただきたいし、また職員の方々もそ

ういった仕事の中で感染するようなことがない

ようにと祈りながら、引き続きよろしくお願い

したいと思います。 

  また、状況を見ながら必要なところへ上積み、

横出しはこれからも必要になるかと思いますの

で、どうかそれぞれの部署で心して注視してい

ただきたいなと思います。 

  それでは、コロナにつきましては以上で終わ

りたいと思います。 

  それでは次に、新しい教育長さんに質問をし

たいと思います。休みますか。 

議長  ただいま髙橋和子君の質問の途中であり

ますが、ここで昼食のため午後１時まで休憩を

いたします。 

午前１１時５７分 休   憩 

午後 １時００分 再   開 

議長  休憩を解き、会議を再開します。 

  午前中に引き続き、髙橋和子君の一般質問を

続けます。 

  髙橋和子君。 

４番  では、午後の部で、もう少しおつき合い

ください。午後の部は、教育長にお尋ねを、大

きく２点についてお伺いしたいということで通

告をしております。１つは、男女共同参画につ

いてです。２つ目は、社会教育の在り方につい

てお伺いしたいと思います。 

  それで、順序に順番に従ってお願いしたいと

思いますが、１つ目として、男女共同参画がな

ぜ必要なのかということでお伺いしたいと思い

ます。 

議長  柿崎教育長。 

教育長 先ほど議員さんから励ましの言葉を頂い

た教育長の柿崎です。どうぞよろしくお願いい

たします。答弁が初めてですので、いろいろ言

い回しに問題があるところがあるかもしれませ

んが、どうぞお許しいただきたいなというふう

に思います。 

  まず初めに、男女共同参画の必要性というこ

とでしたので、それにお答えしたいと思います。

男女共同参画の必要性を考えるときに、私たち

の周りには、男性はこのようにあるべきとか、

女性はこうあるはずだという固定概念があるこ

と、またそのことが男女両者を気づかないうち

に苦しめているというのだという認識を持つこ

とが大切だというふうに思っているところです。 

  この話をする前に、まだ記憶には新しいかと

思いますが、知的障害者福祉施設、やまゆり園

にて起きた事件についてお話しさせていただき

たいなと思っています。この相模原障害者施設

殺人事件では、入所されていた多くの方々が殺

傷されたとても残念な事件ではありましたが、

そのとき加害者は殺人の動機として、障害者は

害をなす存在であるとか、また重度の障害者は

安楽死させるべきだという考え、自らの行為に

ついては社会が賛同するはずだというふうに話

ししております。この加害者が話す動機に、何

々するべきだとか、それから何々なはずだとい
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う勝手な固定観念のために、入居していた方や

それを支えている方々の立場になれず起こした

事件ではないのかなというふうに考えます。 

  同様に、男女共同参画について考えるときに、

男だからとか女だからといった社会的な固定観

念によって生じている性別役割分担で制限され

るべきではないというふうに思っております。

私たち一人一人が個性と能力を十分に発揮でき

るために、家庭とか、地域とか、行政、企業な

ど様々な場面において創意工夫がされ、男性も

女性も意欲的に、その意欲に応じて活躍できる

社会の実現を目指していくものだというふうに

思っております。 

  平成25年の西和賀町の男女共同参画プランの

策定に当たって、そしてまた中間である平成29年

のときに意識調査のためにアンケートが行われ

ました。結果は、町民の半数の方がまだ社会全

般に男性が優位な立場であるというふうに考え

ておりましたし、その原因が制度や法律にある

のではなくて、女性の社会通年や習慣、それか

らしきたりと答えている人が60％以上で、女性

の場合は70％に近い数字を出しているというこ

とです。 

  さらに、このプランについて、西和賀町がつ

くったプランについて知っているのかという回

答については、85％の方が知らないという現状、

中間の調査でしたが、知らないという現状があ

りました。このような現状を鑑みても、やはり

日常生活の中で相手を思いやる気持ちを育むた

めにも、また人権の問題としても、この男女共

同参画ということを考えることは大切なことだ

というふうに思っております。 

  以上です。 

議長  髙橋和子君。 

４番  ありがとうございます。なかなか男女共

同参画は根が深くて、私も議員になって、毎年

のように取り上げておりますけれども、何せ自

分自身だってそういう部分があるのですよね。

それは長い間、おっしゃるようにそういう社会

の仕組みの中で身についてしまっております。 

  しかし、やはり女性もしっかりと社会で何事

かをやれるように自覚していかなければならな

いということで、自分自身を励ましながら取り

組んでおりますけれども、今おっしゃるように

やっぱり全体のものにはなっておりません。し

かしながら、そういう方向には来ているのだろ

うと思います。私が沢内村に保健婦として来て

から50年ぐらいになるのですが、当時から考え

ると、やはり半世紀ですから、大分人間関係が、

当時は嫁姑の問題が大きかったので、それもク

リアしながら私は嫁をやっておりました。そこ

から、また嫁というのもそういう社会的な低い

立場にいるということと、女性ということと重

なっておりまして、しかしやはり反面女性自身

も自覚的に、少しでも社会で大事な役割を担え

るような立場に立てるように努力していかなけ

ればならない。 

  しかし、まだまだ、ここにいらっしゃる皆さ

んも感じておられるように、多分おられるだろ

うと思いますが、すっかり意識しなくてもいい

というふうにはなっていないわけですよね。そ

れで、やはり行政的にも何らかの取組やら住民

へ対する様々なことをやりながら変えていくと

いうことが必要ではないかなと思っております。

非常に共感を得ながらお伺いしました。 

  それで、２番目ですが、すぐあれして申し訳

ないのですが……何かご所見ありますか、もう

一回。大丈夫。 

（はいの声） 

４番  ２番目ですね。今年度のこの事業で男女

共同参画を促進させるような内容となっている

のかということをわざとお尋ねをしております。

これは３月議会で課長からご説明を受けており

ましたけれども、その時点ではあまり十分な具

体的な計画にはなっておりませんでしたが、赴

任されて、現時点ではかなり進んでいるのでは

ないかなと思いまして、こういう事業があるし、

こうだというふうなことで、ご説明いただける
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内容があるのではないかなと思いまして、お伺

いします。２番目についてです。 

議長  柿崎教育長。 

教育長 具体的な活動ということでお話しだった

と思います。今年度の事業計画についてですが、

ここに関わる重点は２つあります。 

  １つ目は、男女共同参画社会の理解を図ると

いうことです。そのために学習講座を今準備し

ているところです。次の質問とちょっと重なる

かとは思いますが、性の多様性について理解を

深めるという内容になっていますが、岩手県が

毎年６月に開催しているいわて男女共同参画フ

ェスティバル2020というのがありますが、今年

度の基調講演がＬＧＢＴをテーマにしたもので、

同性が好きだとか、それから自分の性に違和感

を覚えている、または性同一性障害などの人々

についての性の多様性を理解するもので、最近

話題となっていることが増えていることから、

男女共同参画の基本的な事項に加え、このこと

について学習講座の開設を準備しています。現

在岩手県の男女共同参画センターに相談をして

いるということがまず１点です。 

  それから、２点目になりますが、先ほどから

話がありますように、女性が努力ということが

ありましたけれども、女性の地域社会活動への

促進ということで少し検討させていただいてい

るところです。そのために、昨年度好評でした

けれども、防災における男女共同参画講座の中

に避難所運営ゲームのＨＵＧというのがありま

す。その講座を今年度は４地区で開催するとい

うような計画になっています。男女が意見を出

し合い決定していく過程をこのゲームを通して

経験することにより、実際の地域の様々な意思

決定の場においても同等の立場で協力し合い課

題を解決することになるということを期待しな

がら今年は行いたいというふうに考えていると

ころです。 

  以上２点でした。よろしくお願いします。 

議長  髙橋和子君。 

４番  分かりました。ぜひ経過を拝見したいと

思いますので、よろしくお願いします。 

  それでは、３つ目ですが、今ちょっと触れま

した男女共同参画は、ジェンダー平等をクリア

していかなければならないと同時に、性的なマ

イノリティーの皆さん方への深い理解と支援が

必要かなと思います。というのは、やはり性と

いうことの深い理解ということを今年度の事業

であるならば、そういった点でも役に立つかと

思いますが、この点についてもう一度。 

議長  柿崎教育長。 

教育長 まず最初に、ジェンダー平等についての

ことなのですけれども、平成29年に行った西和

賀町の男女共同参画プランの中間評価で、令和

４年が最終になりますが、それに向けて次のよ

うにまとめていました。女性も男性もお互いが、

自分に対しても周りの人に対しても社会的性別

ジェンダーにとらわれない視点を持ち、男女が

対等な関係を持って、共に様々な分野において

活躍し能力を発揮することができるよう、固定

的役割分担の意識解消に向けた取組を推進する

ということに重点を置き取り組むのだというふ

うにお話しされています。家庭や職場、地域の

社会の中にあるジェンダーの不平等にまず気づ

かなければならないこと、そしてこれをなくし

ていくことが必要で、国連ではＳＤＧｓという

17の目標があるうちの５番目にありますけれど

も、このことが掲げられています。 

  今年度には、様々な活動の中にこのことを意

識づけて、男女共同参画社会の基本理念の啓発

に努めていきたいなというふうに考えていると

ころです。それがまずジェンダー平等のクリア

についてですが、なかなか難しいとは思ってお

りますが、進めていきたいと思います。 

  続いて、性的マイノリティーですが、性的少

数者についてになります。さっきの答弁のとお

り、自分の性別に違和感を覚えている人、それ

からまた性同一性障害などの人々を総称してＬ

ＧＢＴまたはＬＧＢＴＱ＋といって、最近よく
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耳にします。実際５％ぐらいの方がそういう傾

向があるのではないかと言われていますので、

学校現場では教室に１人あたりいるのではない

かというふうに言われている数になります。 

  誰もが働きやすい社会の実現にために、多様

性を私たちは理解し尊重し合うことが必要とい

うことで、そこで今年度、性的マイノリティー

に係る学習、先ほどお話ししましたけれども、

その中でも学習を通した後、相談機関との連携

を図りたいと思っています。 

  私ごとになりますけれども、学校に勤めてい

たときですが、こういうことがありました。生

徒の中で、やはり自分の体の気持ちに違和感を

持ち、性に対して違和感を持っているというこ

とで、意を決してスクールカウンセラーさんに

カミングアウトしたというケースがありました。

その後、いろいろカウンセリングを重ねている

うちにとても表情もよくなり、学校生活にスム

ーズに移行することができたという経験があり

ます。 

  そこで、岩手県男女共同参画センターで、昨

年度からＬＧＢＴの電話相談窓口を設置してお

ります。町としては、専門の相談窓口を紹介す

るとともに、ＬＧＢＴの内容としては講座の開

催のように知るというところから、それからち

ょっと一歩踏み出して相談するというようなき

っかけになるようなことを今後していきたいな

と、そして救われたらと思っております。よろ

しくお願いします。 

議長  髙橋和子君。 

４番  性について、本当に向き合っていくとい

うことがやっぱり第一歩かなと思います。それ

は男性にとっても、男だから、男だからと言わ

れて困る場合もないとは言えないと思います。

いろいろだと思います。女性ももちろんそうで

すが、またマイノリティーの皆さん方は誰にも

理解できないということで、抱え込んで、本当

に苦しいらしいですね。そういった方が一人で

も救われるような働き方というのは、その人だ

けではなく、やはり男性、女性のそういったお

互いの人間としての価値観というか、人権とい

うか、そういったところに行き着くのだろうと

思いますので、そういった場面とか、言葉とし

て大いに誰でも耳にしてしまうというふうなこ

とであれば、性に対するそういう差別やら格差

やらがなくなっていくのではないかなと思いま

すので、今年度まず期待しながら拝見して、協

力しながらいきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

  それでは、２つ目ですが、社会教育の在り方

についてですが、社会教育は町づくりにとって

重要であるということは昔はよく言われたもの

なのですが、最近の町内ではそういった部分が

少し薄れてきているのかなと思って、私はやっ

ぱり社会教育は町づくりだと思って、町づくり

の担い手、重要な位置だと思っておりますので、

そこからきちっとやっていただければと思いま

すが、ご所見をお伺いします。 

議長  柿崎教育長。 

教育長 それでは、社会教育の在り方ということ

でお答えさせていただきます。 

  社会教育法が昭和24年に制定されて、その中

に社会教育は青年団による地域活動や、それか

ら婦人会の生活向上運動から発展してきたもの

だと。これらの地域活動や生活向上につながる

社会教育を具体化していくためには、一人一人

のニーズに応えた内容であること、多くの方々

と地域の課題を共有して、解決に向けた取組を

行ったりすることが必要であるというふうに考

えているところです。 

  ちょっと調べさせていただきましたけれども、

西和賀町においても、昨年ですけれども、今ま

でですが、町民教養講座、それからまちづくり

出前講座事業、それから公民館事業、男女共同

参画事業など、複合的に地域づくりをテーマと

した講座やワークショップを開催しているとい

うことでした。昨年は「食でつながる、未来へ

つなげる」と題して、食べる通信の高橋博之氏
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の講演、また一昨年は農協、商工会の青年部、

森林組合青壮年部、農業農村青年クラブのワー

クショップの支援を行っています。ほかにも雪

の科学、雪の活用、雪国の暮らし、または健康

づくりの基本、ご当地体操講座など、昨年生涯

学習課が中心になって行った講座がなんと50回

を超えていると。延べ人数でも720人を超えて

います。ほかにも生涯学習課とは直接ではない

のですけれども、学校保健会やＰＴＡの研究大

会、それから教育振興運動交流研究集会等で様

々な町の問題について取り組んでいるところで

す。これらの講座や研究会の開催に当たっては、

ここにいらっしゃいます健康福祉課、それから

企画課、さわうち病院さん、それから農業振興

課、総務課、包括支援センター、学校など各課

及び各関係機関にご協力をいただいているとこ

ろです。 

  今後の町の活性化のために社会教育がどうあ

ればよいかをいま一度反省をし、改善していき

たいというふうに思っています。地域をより元

気にする地域づくりの観点から、現在西和賀町

で活躍している方々を招いての講演や意見交流

の研修の充実を図り、特に若い方の参加も、そ

れから経験を積んだ方も共に参加できる学べる

機会やテーマを検討していくことも大事なポイ

ントの一つだというふうに考えています。 

  これらの企画内容、そして併せてですが、や

はりやるだけでなくて、周知、場所、時間など

の工夫も、そういう枠組みも検討していく必要

があるなというふうに考えています。 

  このような取組を通してですが、一人一人が

夢や希望を持って、町が元気になれるような社

会教育の推進に努めていきたいと思いますので、

どうぞお力をお借りしたいと思っています。 

  ありがとうございます。 

議長  髙橋和子君。 

４番  社会教育が十分に稼働しておれば、各地

域地域、各町民が主体的にいろいろな動きが活

発に行われてくると思います。私の目から見る

と、やはり行政のお膳立て、そして行政に言わ

れるように動くというふうになってきているよ

うな気がします。でも、昔の人たちは、例えば

学校保健研究会とかあったときにでも、昔とい

うと私は沢内村で働いていたので、沢内村のこ

としか分からないのだけれども、やはりすごく

グループ討議をしたのです。そして、自分たち

で課題を見つけて、自分たちでどうするかとい

うことをやって、自分たちが実施して地域をよ

くしていくというのが基本だったのですが、ど

うしても最近は地域がおんぶしてくるような。

それは、やはり常に住民に対する働きかけがあ

って、自覚を持ってもらいながら、自分たちで

やっていくのだという気持ちが、それが町づく

りにつながっていくと思うのです。 

  同僚議員が人口問題を質問しましたけれども、

人口問題そのものだって、地域住民が自らどう

するのかというのをもっと、今よりもっとやは

り前向きに、「ああじゃないか」、「こうじゃな

いか」とやるようではないと解決にいかないの

だろうと思いますので、それを仕掛けながら、

継続的に学ばせながら取り組ませていくのが社

会教育の役割かなと私は思っておりますので、

そういったこともご検討されながらやっていた

だければいいなと思います。何かあれば。もう

時間でしょう。 

議長  柿崎教育長。 

教育長 ありがとうございます。自主的になるた

めには、やっぱり長い時間、まずコンスタント

に声がけが必要だと思っておりますので、そう

いう取組を今後考えていきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いしたいですし、町民の皆

さんにも声がけをしていきたいなと思っていま

す。ありがとうございます。 

議長  髙橋和子君。 

４番  まだまだ話したい気もしますが、時間が

来ているようですので、この辺で終わりたいと

思いますが、どうぞこれからもよろしくお願い

したいと思います。 
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  これで私の質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

議長  以上で髙橋和子君の一般質問を終結いた

します。 

  ここで１時35分まで休憩をいたします。 

午後 １時２３分 休   憩 

午後 １時３５分 再   開 

議長  休憩を解き、会議を再開します。 

  次に、登壇順３番、刈田敏君の質問を許しま

す。 

  刈田敏君。 

１番  刈田敏です。今回の一般質問は、これま

で経験のない状況下での質問となります。環境

的にも非常に経験がないため、やりづらいよう

な状況ですので、できれば早々終わりたいと思

いますけれども、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  町の状況の確認、それから今後の在り方につ

いてのチェック、そして方向性を伺いながら議

論してまいりたいと思います。 

  質問に入りますけれども、新型コロナウイル

ス感染症の対応についてということで、質問要

旨としては、新型コロナウイルスについて、町

内への影響をどのように捉えているか、その対

応と今後の取組について伺うということで、町

内の影響と、そのことに対する町独自の支援の

状況について伺うものでありますけれども、先

ほどもこの件に関しては同僚議員が質問したと

ころであります。特段各課長のほうからこれだ

というものがあれば答弁していただければいい

と思いますけれども、全体を通して、私自身、

西和賀町はちょっとやっぱり回らなくなってき

たのかなというか、大変なところが多くて、ち

ょっとみんなの気持ちもだんだん、最近回復し

てきたのですけれども、気持ちも落ち込んでい

るような感じになるのではないかなという気持

ちです。 

  そこで、このことについては、町長に対して

ですけれども、やっぱり町長は新型コロナウイ

ルス全体を見てどういうことを考えているのか、

その辺をちょっとお伺いしたいと思います。 

議長  細井町長。 

町長  ただいま議員さんのほうから、コロナウ

イルスの感染症について、午前中にも一部あり

ましたように、具体的な事例については担当課

長のほうから答弁してまいりたいなというふう

に思っております。 

  今回のコロナウイルスについて、私町長とし

ての対応については、大原則１つは、完全にコ

ロナという大変な事態に遭遇して、これによっ

てダメージを受けた人を特定し、そこで必要な

手当てをタイムリーに実施すべきと、そのため

の情報を徹底して周知していただきたいと。そ

して、関連機関との関係を密にして、今後とも

長期的なことになるだろうと思うから、現在及

び将来を見て対応の仕方を考えていくという原

則論を持ち上げているところでございます。し

たがいまして、観光商工課では商工会あるいは

観光協会、健康福祉課では社会福祉協議会等の

団体と情報交換をしながらタイムリーに、その

深さも測りながら情報を収集していただきたい

と。そして、今回は国の交付金の裏づけという

ものもありますので、できれば思い切って大胆

にそこに手当てをしたいというふうに思ってお

ります。 

  心配しているのは、今回のダメージがどれぐ

らいの期間、多分コロナについては、私はやは

り治療薬がきちっと確立されない限りはまたす

ぐいつも起きる可能性があると思っていますの

で、そういう長期的な形で支援していかなけれ

ばならない。そして、新生活様式とかというふ

うにありまして、いろんなイベントにしても何

しても、これまでと形が違ってくるわけですか

ら、今までの経済効果をそのまま読んでいいか

という難しさもあるだろうというふうに思いま

す。そういう意味では、経営、商売というもの

に関しても、今までとは違った計り知れない影

響が考えられるというふうに思います。 
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  今明確にこうなるだろうということはできま

せんが、そこをにらみながら、生活も新しくな

る、そしてそれに対する経済支援対策も変わっ

てくるという覚悟の上でもって向き合わなけれ

ばいけないだろうというふうに思っているとこ

ろでございます。これについては、国、県等の

情報、支援もいただきながら、大胆に向かって

頑張っていくしかないというふうに思いますの

で、激励も含めて、いろいろみんなで頑張って

いかなければならない、声がけしていかなけれ

ばならないだろうというふうに思っております。 

  それから、町の独自支援の具体についてもこ

の後、担当課長のほうからということにさせて

いただきます。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 それでは、担当課長からといった

ことですので、私のほうから改めましてお答え

をさせていただきたいというふうに思います。 

  新型コロナウイルス感染症の拡大に係る本町

事業者への影響は、先ほども説明をさせていた

だいたところではございますが、改めましてお

答えさせていただきたいというふうに思います。

商工業における実態につきましては、町内に多

くの事業者が加入している西和賀商工会におい

て調査しており、そのご報告を受けております。 

  最新の調査結果では、事業者総数219事業者中

100事業者から回答があり、当課においても分

析をしたところでございますが、影響が出てい

るといった回答のあった事業者は全体の８割を

超えているといった状況でございます。 

  業種別では、宿泊業、飲食店、サービス業の

売上げ減少が高い状況となっており、資金繰り

の厳しい状況であるといった回答も本業種とな

っておるところでございます。 

  減収率では、売上げの前年同期比で50％以上

の減収と答えた事業者が７割を超えております。 

  資金調達の状況では、約半数が借入済み、も

しくは借入予定となっておる状況で、今後の見

通しにつきましては、58％が「分からない」と

いった回答が出ておるところでございます。そ

ういったことから、感染症の終期が見定められ

ない状況であることが伺えるというふうなとこ

ろが分かってきております。 

  経済対策といたしましては、６割の方から業

種指定の指定商品券の事業を望む声がございま

した。 

  支援については、様々対策を行ってまいりた

いと考えておるところでございますけれども、

ほっとゆだや温泉プールなど利用料金制を導入

している指定管理施設については、営業自粛に

基づく休館であるとか、営業時間の短縮による

減収額の一部を支援したいというふうに考えて

おりますし、先ほど農業振興課長からも一部ご

ざいましたけれども、畜産振興事業では、和牛

の販売価格が下落しているといったことから、

畜産農家の経営を支援するため、家畜導入を助

成するといったことを考えておるといったとこ

ろでございます。 

  また、売上げが減少しておりますお土産物販

売など、事業者への支援策といたしまして、首

都圏など県外在住の本町出身者宛て詰め合わせ

セットを発送し、関係人口の継続を維持しよう

とする事業など、本議会に提案をさせていただ

いておるところでございます。 

  以上でございます。 

議長  刈田敏君。 

１番  まさに今は緊急事態ということで、大変

だと思いますけれども、令和２年度の予算につ

いての考え方についてお伺いしますけれども、

やはり今後どういう事態になるのか分からない。

やっぱり今年度の予算を変えていくなり、そう

いう考えはあるのか。そして、そういうことを

やる気があるというか、そういう事態になった

ときにはこの事業はちょっと止めてこっちにや

るとか、そういうことがあり得るのか、その辺

の考え方をお伺いいたします。 

議長  細井町長。 

町長  今起きているコロナというのは、想定外
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の大変な事態が発生しているわけです。したが

って、我々としてはできるだけ決めたことをや

めるというとか、着手したくないのですけれど

も、それを打ってでもこの対策には向き合わな

ければいけない、そういう覚悟を持って臨まな

ければいけないと思っているところであります。 

議長  刈田敏君。 

１番  そして、あと各分野にわたって、それぞ

れやっぱり事業というのはまず必要不可欠の大

変なものだと思うのですけれども、そういう流

れの中で進めていくことにはやはり総合計画等

に準じていっているわけですけれども、まさに

緊急事態であれば、やはりその辺の事業の考え

方ということをこれまで以上にもうちょっと課

内のほうでもきちっと整理しながら計画を、順

次状況を判断していくことが必要ではないかと

思うのですけれども、そういう今後の進め方の

考え方、その辺をお伺いいたします。 

議長  細井町長。 

町長  今こういう大変な不測の事態に陥ったと

きに、やはり我々は本来目標とした総合計画を

実践する、それが立ち行かなくなる、そのため

にいろんな手を尽くすわけですから、やはり本

来のあるべき姿に向かっていく、そして今それ

ができなくなっていることに対する手当てが必

要というふうに思っています。会社の経営、事

業の経営されている方に対しては、その継続を

やっぱり支援しなければいけない、これが大前

提だと思いますし、そこに一人一人の住民の暮

らしがあるわけですから、そこで困った人たち

に対しては、その暮らしをいかに支えるかとい

うところに手当てをしていかなければならない、

そのための情報を収集していくということを優

先しなければならないというふうに考えていま

す。 

議長  刈田敏君。 

１番  まさにそのとおりだと思いますけれども、

やはり助成等あったとしても、それは今後どう

なるか、その場限りというか、やはり産業とし

て位置づけながら、トータルして全体総合的に

やっぱり進めていくというのが重要なことなの

だろうと思いますし、その辺はかなりきちっと

把握されながら進めていただければと思います。 

  次の質問に入ります。アフターコロナとも言

われ、今後新しい生活様式が始まります。持続

可能な西和賀町を目指すための対応が重要と考

えるが、今後の新型コロナウイルス感染症の対

策の在り方について伺います。やはり３密を念

頭に入れて、今後いろいろなことがあると思い

ますけれども、特にも教育、健康面についての、

どういうことであるのかお伺いいたします。 

議長  柿崎教育長。 

教育長 今後の対策について、教育の面からお話

ししたいと思います。 

  西和賀町の小中学校は、４月16日の政府の発

表を受け、全国への緊急事態宣言発令を受けて

ですが、岩手県から感染防止対策として示され

た小中学校の臨時休業の考えを受け止めて、大

型連休中の４月29日から５月６日まで臨時休業

を行いました。そして、５月７日から学校は再

開しております。感染症の対策を徹底しての学

校を再開しているところでありますが、５月の

運動会においては来賓や保護者の方々の観客は

ない形での開催をするなど、学校行事において

も感染拡大防止を講じて対応しているところで

す。 

  今後ですが、新型コロナウイルス感染につい

ては、町長が先ほどおっしゃったように薬が来

るまでは長引くことを想定しまして、第２波、

第３波が想定されますが、児童生徒の安全を第

一に、学校関係機関との連携を密にし、状況に

応じて迅速な対応を講じていきたいというふう

に考えております。 

  特に確かな学力の育成では、ＧＩＧＡスクー

ル構想による児童生徒への１人１台タブレット

の対応です。仮に学校が休業となった際におい

て、児童生徒の家庭での学習環境の整備を取り

組んでいきたいと考えており、予算的な対応は
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９月以降を見込んでいますが、現在教育委員会

では各家庭のネット環境の状況を調査するなど、

導入に向けて準備を進めているところです。 

  また、感染の予防として、衛生管理面の整備

については、３つの密を徹底的に避け、マスク

の着用、手洗いの徹底、毎朝の検温など、基本

的な感染対策を継続するとともに、文部科学省

から示されている学校の新しい生活様式に基づ

いた衛生管理マニュアルを参考に、感染リスク

を可能な限り低減し、教育活動を継続し、子供

の健やかな学びを保障していきたいというふう

に思っています。 

  現状としては、新型コロナウイルス感染症に

ついては、長期にわたる対応が必要であると認

識しておりますし、感染予防対策、学習面の支

援はもちろんですが、部活動における対応や児

童生徒の心のケアなど、状況に応じて対応を講

じていきたいというふうに考えているところで

す。 

  長くなりました。よろしくお願いします。 

議長  刈田敏君。 

１番  やはりアフターコロナというよりも、も

う第２波、３波といって、ウィズコロナという

時代になるということは言われております。い

かに共存していくかということが問われている

中で、やはり教育行政というのはかなり厳しい

ものだと思います。 

  私も聞こうかと思ったのですけれども、やっ

ぱり今進めているタブレットの方針なのですけ

れども、これは考え方としては新しく宅内でも

使うということの計画というか、推進するとい

うようなお話でよかったですか。 

議長  教育長。 

教育長 ＧＩＧＡスクール構想というのは、そも

そも授業において通信機器等を利用しながら充

実させるということが狙いでしたけれども、こ

のたびのコロナ禍によって状況が一変しており

ます。休業措置を取らざるを得ないような場合

には自宅での活用も進めていきたいなと思いま

して、ポータブルのＷi－Ｆi等の準備もさせて

いただくということになっております。 

  以上です。 

議長  刈田敏君。 

１番  これは、やっぱりぜひとも進めるように

していただきたいと思いますし、できれば議会

のほうでもタブレットをやれるようにお願いし

たいと思いますけれども。 

  それで、やっぱりこういう状況の中で、各地

域での行事、それから子供たちに関わりがある

そういう祭り、行事等が今後どうなるのか、か

なり心配ですけれども、その辺は教育長はどの

ようにお考えですか。 

議長  柿崎教育長。 

教育長 学校の新しい生活様式においては、この

地区としてはレベル１というふうに考えており

ます。感染の予防に注意しながら、全ての学校

活動、それから保育園等々の活動を行っていた

だきたいというような状況でした。やはり心配

されるのは、子供たちの感染よりも保護者の感

染がすごく心配なところがあります。そこあた

りを気をつけていきながら、３密を避けたり手

洗い等をしていただきながら、積極的に元気な

子供たちを育てるためにも運営のほうは進めて

いきたいなと現在のところは考えているところ

です。よろしいでしょうか。 

議長  刈田敏君。 

１番  あとは、先ほどちょっと部活動の話があ

りましたけれども、これは県の動向とか、そう

いうのを見極めて、町の判断ではちょっと、町

とか中部地区の判断ではどのように進められて

いくのかということと、やはり子供たちは部活

というものに対してかなりシビアに感じている

ところもありますので、その辺は問題が出ると

か出ないかというよりも、その辺も一緒に踏ま

えながら考えていただければと思いますけれど

も、その辺の今後の進め方についてお伺いしま

す。 

議長  柿崎教育長。 
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教育長 差し当たりですが、中体連のほうの動き

になりますが、中体連のほうでは県大会、それ

から全国、東北となくなり中止になりましたが、

子供たちが３年間頑張ってきたことの成果の場

を提供したいということで、地区として、和賀

地区としてですけれども、今月の20日、21日と、

感染のおそれの低い競技については開催すると

いうことで、可能な限りの場の提供は行おうと

いうふうに考えて、各教育委員会同士でも連携

をしながら、または中部教育事務所の指導を仰

ぎつつ計画しているところになります。 

  ということで、ぜひ応援のほどよろしくお願

いいたしたいと思います。 

議長  刈田敏君。 

１番  次の質問に移ります。それでは、先ほど

は産業別の現状等をお聞きしましたけれども、

今後各課では新型コロナウイルスの状況を見て

どういう対応をしていかれるのか、考え方をお

伺いしたいと思います。 

議長  農業振興課長。 

農業振興課長兼林業振興課長 それでは、私のほ

うから農林関係についてお答えいたします。 

  新型コロナウイルスが今後どの程度農林業に

影響を与えていくか見極めていくことが必要で

ありますが、まず今年度につきましては新型コ

ロナウイルスのために農林業を廃業する農林家

を出さないようにすることが重要と考えており

ます。特に大規模経営体ほど影響を受けますの

で、来年度に向けて再生産が可能となるような

対策を取ってまいりたいと考えております。 

  また、長期的には新しい生活様式による需要

の変化に対応し、農林業のスタイルも変化が求

められると思いますので、今年は西和賀町農業

農村振興プラン見直しの年でもありますので、

農林業者、関係機関との連携を強化し、西和賀

町の農林業をどのような方向に持っていくのか

の検討を行っていく必要もあるものと考えてお

ります。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 私のほうからもお答えさせていた

だきます。 

  国が示しております新しい生活様式は、人と

人との距離の確保、マスクの着用、手洗いの感

染予防の３つが基本となっておりまして、３密

の回避などのほか、新たな生活様式としては、

買物では通信販売であるとか電子決済を利用す

る、もしくは食事などではテークアウトやデリ

バリー、対面ではなく横並びの食事方法など多

くの実践例といったものを示しておるところで

ございます。現在業種ごとに感染症予防ガイド

ラインといったものが順次策定されております

ので、それらに応じた対策が必要だろうという

ふうに考えておるところでございます。 

  町では、これら新生活様式に伴う必要とされ

る対策事業については、企業支援といたしまし

て新ビジネスチャレンジ補助事業といったもの

を活用していただければというふうに考えてお

るところでございます。 

  以上でございます。 

議長  刈田敏君。 

１番  では、農業面についてですけれども、農

業面については新たな生命産業とも言われるや

はり農業の在り方というのが西和賀には、これ

からどういう形でいくのかというのは問われて

いると思います。政府においては、新型コロナ

ウイルス関連対策の財源を２次補正予算に上げ

て、農林水産業の生産基盤を守るということで

経営継続補助金を打ち出しているわけですけれ

ども、ここをやはり有効に使って、振興プラン

ということで今年やるわけですけれども、これ

はかなり今後の西和賀を左右する大きなことだ

と思うのですけれども、もう少し具体的にあれ

ば、今後の農林業の進め方の考え方をお伺いし

たいのですけれども、いかがですか。 

議長  農業振興課長。 

農業振興課長兼林業振興課長 まだ具体的にとい

うことはなかなか考えられないのですけれども、

今のところ国の予算等で直接農家支援という形
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で出てきている予算は少なくなっています。多

分今後影響を見て、それの影響によって米とか

花卉に具体的な対策が出てくるものと思ってお

ります。西和賀町の農業の将来的な対応という

か、近い将来も含めてですが、やはり安全、安

心な作物を地産地消するということが一つの基

本的な考え方になってくるのではないかなと考

えております。 

  今回コロナウイルス、岩手県は全く出ており

ませんし、西和賀町はその中でも津波も起こら

ない、地震にも強いということで、安全な場所

という形で全国から認められる可能性もありま

すので、それに加えて安全な食べ物のある場所

というようなＰＲをしていくことも一つ重要と

思っておりますので、そういったことも考えな

がら、次の西和賀の農業についても考えていき

たいと思っております。 

議長  刈田敏君。 

１番  観光面についてですけれども、交流崩壊

とまで言われているこの現状ですね。今町が進

めているのは通販、それからテークアウト、そ

してキャッシュレスということでありますけれ

ども、地元の人たち、地元の企業、飲食、観光、

やっぱり旅客業というのはかなり厳しいと思う

のですけれども、これに対しては、予算規模と

してはまだどれぐらいというのはあれだと思う

のですけれども、ここの支援が重要ではないか

と思うのですけれども、その辺の考えはどうな

のですか。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 支援策につきましては、様々国や

県などでも多くて出しております。そして、さ

らに国でも追加追加で出してきている状況でご

ざいますので、そういったものをまずしっかり

見定めながら、町にとっては財源の問題もござ

いますけれども、地方創生交付金もございます

し、第２次補正もあるといったお話も聞いてお

りますので、そういった中で各団体との協議の

中で施策を考えていければなというふうに考え

ております。 

  現在、今回の議会に上程させていただく予定、

明日出させていただく予定になっております持

続化補助金に係る西和賀町版の上乗せ部分や横

出しといったものもございますので、そういっ

たところをやらせていただくことで、さらに状

態、実態が明らかになってこようというふうに

思っておりますので、必要な対策を継続して検

討させていただきたいというふうに考えており

ます。 

議長  刈田敏君。 

１番  明日補正で出るということですけれども、

1,500万の応援券、これを具体的に、さわりだ

けでいいですけれども、どういう形でどこにど

うやるのかということをお伺いします。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 午前中もちょっと若干触れさせて

いただきました。対象といたしましては、宿泊

業、飲食店、タクシー業の事業継続を支援する

ためといったことになっております。助成率50％

を見込んでおりまして、１万円の応援券を

5,000円で購入できると。予定では、１人２セ

ットまで、世帯ごとまとめて購入できるような

形を取りたいというふうに考えておりまして、

対象といたしましては、町民であること、もし

くは町内で勤務されている方々も対象になって

おります。 

  売出しの予定につきましては、現在７月１日

から販売をしたいというふうに考えておりまし

て、発行総額の予定は1,500万円の規模。です

から、1,500セットということになります。 

  検討しておりますのは、500円券を20枚程度で

１万円分をというふうに考えておりまして、で

きる限り多くの方々に利用していただいて、町

内の産業を支えていただく、お手伝いをしてい

ただければというふうに考えておるところでご

ざいます。 

議長  刈田敏君。 

１番  １人２セットまでということで、２万円



- 34 - 

分を１万円で買えるということで、使い方等は、

商店とか、登録、参加するところとかいろいろ

出てきていると思うのですけれども、その辺と

か、そういうのが分かりやすいものを後でもい

いですし、やはりきっちり示していただければ、

できれば明日まで。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 予算決定はしたということでござ

いますけれども、ただこういった状況でござい

ますので、直ちに動きたいということで、随意

契約にはなりますけれども、観光協会で行って

いただこうというふうに考えておりまして、既

に登録事業者の登録について、皆様方に登録し

ていただきたいといったことに動き出しておる

ところでございます。 

  町民の皆様には、15日、全戸配布がございま

すので、そういった中でどういった事業である

といったものはしっかりお伝えしたいというふ

うに思っていますし、さらに登録事業者が確定

した折には、７月１日販売になりますから、７

月１日にも改めてチラシ等を配布させていただ

きたいなというふうに考えておるところでござ

いました。 

  あと使用方法につきまして、改めまして。宿

泊業、飲食店、タクシーといったことですので、

当然宿泊業に関しては宿泊でも、宴会でも、飲

食でも使えるようにしておりますし、飲食店で

は当然飲食ができますし、それに伴うタクシー

の利用なども併せて使っていただければという

ふうに考えておるところでございます。 

議長  刈田敏君。 

１番  ちなみに、期限があるのかということと、

やはり産業全体が回らないと西和賀全体が動い

ていかないと思います。観光であったり、農業

であったり、そういう形では何とかこれをいい

形で進めてもらいたいと思いますし、いつまで

使えるのか、もしあれであれば。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 失礼いたしました。７月１日から

12月31日を予定しております。販売期間と利用

期間は同じ期間を考えておるところでございま

す。 

議長  刈田敏君。 

１番  それでは、次に移ります。次は、質問と

いいますか、提言になると思いますけれども、

これまでも空き家のことに関して、空き家条例

等、または各地研修等で学んだことについて、

空き家に対して話題としてきたところでありま

すけれども、やはり地元の産業振興活性化のた

めにももっと進めるべきだと思います。 

  そこで質問しますけれども、テレワーク等、

ライフスタイルの変化によりオフィス、住宅な

ど、空き家の需要が高まると考えます。空き家

対策事業をさらに進めてはどうか、現状につい

てと今後の考え方をお伺いいたします。 

議長  ふるさと振興課長。 

ふるさと振興課長 それでは、私のほうからお答

えさせていただきたいと思います。 

  現在の町内の空き家の総数は144件であり、う

ち46件は利活用が可能な状態のよい空き家であ

ると判断しております。また、空き家バンクに

は現在まで32件の登録があり、うち成約、解体

済みを除いた16件が現在も入居者を募集してい

る状況でございます。 

  コロナ感染症対応でクローズアップされたテ

レワークやサテライトオフィスなどによるリス

ク分散等、高まる空き家ニーズへの活用として、

例えば町が空き家を借り上げる、または購入し、

必要な修繕等を施した上でテレワーク、もしく

は居住用の住居として希望者を募集するといっ

た施策も有効かと思われます。 

  関係部署による事業の実現に向けた検討を進

めてまいりたいと考えておりますし、利活用可

能な物件については、所有者の同意、協力を得

られることが大前提でありますので、それが得

られるように進めてまいりたいというふうに考

えております。 

  以上です。 
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議長  刈田敏君。 

１番  ６月４日には、全国知事会議において日

本再生宣言が採択されました。この中で、新た

なステージ「ＷＩＴＨ・コロナ」に入り、以前

の社会に元どおりにはならないということをう

たっております。イノベーション創出として、

テレワークやオンライン会議を進化させる経済

社会のイノベーション創出の動きを加速させる

と言っております。この動きに西和賀町もつい

ていかなければいけないと思います。この時代

に取り残されないよう施策が必要と考えますけ

れども、町長、どのようにお考えですか。 

議長  細井町長。 

町長  ただいま議員さんから、コロナウイルス

感染症の対応の一つとして、これからの社会の

在り方、テレワーク、あるいはライフスタイル

の変化によるニーズの変化があるだろうという

ことを捉えられております。まさしくそこに可

能性があるし、期待ができるものであります。

今回のコロナが我々に示した事実の一つとして

は、あまり密集して密になってこういうことが

起きるのだよということですから、今後いろん

な人生の選択において、地方に進みたいという

ニーズも今までになかった部分から出てくると

いうふうな可能性が考えられるというふうに私

も期待を込めて考えております。 

  その際、手っ取り早く対応ということになり

ますと、提案の中にもありますけれども、空き

家の活用ということです。これまで空き家の活

用につきましては、登録していただいて、バン

クで提供するということもありましたけれども、

これをさらに場合によっては推し進めまして、

町のほうで契約あるいは購入して、必要な改修

をすぐ手だてておいて、これに対応するという

ようなことで、受皿を早急に用意するというこ

とも必要ではないかというふうに思っておりま

す。 

  今後対策協議会の中でいろいろ意見を聞きな

がら、こういう事業についても具体的に着手で

きればと考えておりますし、その受皿をきちっ

と整備したいというふうに考えております。 

議長  刈田敏君。 

１番  やはりこれから住む場所の多様化、それ

からライフスタイルの変化で、空き家の価値と

ニーズがやっぱり高まっていくと思います。ぜ

ひとも空き家基金といいますか、こういうもの

を創設して、万全に次に備えてはどうかと思う

のですけれども、その辺はいかがですか。 

議長  細井町長。 

町長  まだ具体的に基金立ち上げとか、そこま

では入っておりませんけれども、空き家をさら

に有効な形で活用していくと、その手だては検

討するということにさせていただきたいと思い

ます。 

議長  刈田敏君。 

１番  基金を創設して、地場の建設業、それか

ら工務店等、そこが回っていくとやっぱり回っ

ていくと思うのですよ。そこにお金をかけるこ

とが今西和賀町で必要なことと考えます。やは

り基金創設を考えながら、町の経済をもっと回

すようにお願いというか、そういう施策をやり

ながら、何とかコロナウイルスに打ち勝つよう

な西和賀町、今後さらに進めていただければと

思います。 

  このことを申し上げまして、私の質問を終わ

りたいと思います。どうもありがとうございま

した。 

議長  以上で刈田敏君の一般質問を終結いたし

ます。 

  これをもって一般質問を終わります。 

  以上で本日の日程は終了いたしました。 

  これをもって本日は散会いたします。ご苦労

さまでございました。 

午後 ２時１３分 散   会 


